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経済学研究 43-1

北海道大学 1993.6

プファルツ選帝侯国(ライン・プファルツ)におけ

るネーデルラント系カルヴァン派亡命者コロニーの
形成とその経済活動 (1562~1622) (3・完)

一一ドイツにおける改革派領邦国家とネーデルラント系来住者一一

石坂昭雄

前号までの目次 立。プファルツの再統合(1583-1622)

1.はじめに (2)ネーテ、ルラント人亡命者コロニーの社会・経済構造

II.序曲 迫害を逃れて。イングランドのグラストン フランケンタール，シェーナウ，サンクト・ランプレヒ

ペリーからドイツの帝国都市フランクフルトヘ ト，オッテノレベルク，オイサータール一一

(1) グラストンペリーのワロン人亡命者コロニー(1550 A.宗教的・行政的宮治(以上第42巻第2号)

~1553年)

(2) 再び亡命の旅に 帝国都市フランクフルトへ

III.帝国都市フランクフルト・アム・マインにおける初

期のネーデルラン卜系宗教亡命者 とその経済活

動(1554-1562)

(1) 16世紀中葉の帝国都市フランクフルトの社会・経

済構造と宗教的状況

(2) ネーデルラント系プロテスタントの出身地と職業

(3) ワロン，フラマン，イギリス 3亡命者教会の形成

とルター派市教会との対立。

(以上第39巻第2号)

IV.プファルツ選帝侯国(ライン・プファルツ)におけ

るネーデルラント系カルヴァン派 亡命者コロニ

ー (1562-1622)

(1) 16世紀後半のプフアルツ選帝侯国(ライン・プファル

ツ)の政治的・宗教的状況 ルタ一派とカルヴィニズ、

ムの狭間にて

A.フリードリッヒ 3世 (1559-1576)の《第2次宗

教改革〉導入とネーデルラント人亡命者コロニーの誕生

B.ルートヴィッヒ 6世によるプフアルツ選帝侯国の

ルター派への復帰。ヨーハン・カジミールのプフアルツ

・ラウテルン侯国分邦(1576-1583) と新コロニーの設

B.出身地と人口動態

(1) 出身地 次ぎにこれらの来住者の出身地を

追跡しなければならないが，フランケンタール

をのぞいて，来住者の出身地に関する纏まった

史料は，いまのところ存在していない。そこで，

以下，主としてその教会関係の記録を手掛かり

に，判明した限りでの出身地の分布状況を分析

して行二きたい。

a ネーデルラン卜(低地ドイツ)語系 すで

に述べた通り，フランケンターノレの最初の移住

者は，牧師のペテ/レス・ダテヌス PetrusDath. 

enusやカスパーlレ・ファン・デア・へイデン

Caspar van der Heydenに率いられて帝国都市

フランクフルト・アム・マインを捨てた，チ台ど

がフランド/レ系の60家族であるが，その職業や

出身地は，フランケンタール側には全く記録さ

れていなしユ。幸いに，フランクフルトでのネーデ

ルラント人亡命者を研究したヴィッツェノレ Georg

Witzelが，フランクフノレト側の史料によってそ

の一部， 33家族の出身地を明らかにした。これ

に力日えて，デカフェレ Johan Decaveleによる，

フランドルのプロテスタント関係訴追者リスト

によって20名のデータがえられ，うち先の記録

6名分を訂正補足し， 14名分を追加した。この
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第 l表 1562年 フランケンタール移住者出身地

フランドル(地名不明 14

フランドル西部地区 Westkwartier(地名不明 1

Hondschoote 5 

Belle 4 

Kortrijk 2 

Met町田 2

Nieuwkerke 2 

フェJレネ代官区Veurneambacht 2 

Beveren/ljzer 1 

Westouter 2 

Waasten 

Cassel 1 

Kemmel 1 

Reningelst 1 

Sint-J ans-Cappel 

Aalst 1 

Brugge 1 

Thielt 1 

Antwerpen 3 

Tourcoing 

Selgen 1 

合計 48 

典拠:注1)

ほか牧師のカスパール・ファン・デア・へイデ

ンを加えて48名の出身地が判明する。(第 1表)

それによれば，その殆どがフランドルであり，

地名が判明する限りでは，西南フランドルのセ

ー織の最大の中心ホントスホーテ Hondschoote

やべYBelle(フランス語表記ではベユ-JレBail-

leuI)とその周辺の諸農村工業村落が圧倒的に多

いし，また職業構成でも，紡毛織工 tisserandde 

drap，サーイ織工 sayetteur，saaiwever， tis-

serand de sayeないしホントスホーテ織工textor

panni hondiscotani，アラス織工 Arrasweber，

textor panni ostadinorumが多い。[職業統計

については後出17頁]1)その後の移住者について

は，必ずしも全員が市民権を取得したわけでは

なしまた市民権申請者全員の出生地ないし出

1) G. Witzel，“Beitrage zur Kenntnis d巴rersten 
Frankenthaler Burger"， Monatschrift des Fran. 
kenthaler Altertumsvereins (以下MFAVと略)， 16 

身地，前住地を記載しているのは1572-73年の

みで，他の年は記載が例外的である。しかし，

1577年までの趨勢を見るならば134名の移住者の

うち，アントウェルペンが8，ブリュッセlレ14も

含む，プラーパントが増加し，またフランドル

でもタペストリー織を中心とするアウデナール

デ Oudenaardeの12が目立つ九(第2表)

その後の時期については，自治体あるいは教

会がその所属員全体の出身地の調査を行ったこ

とはなく，それゆえ，わずかに利用できる史料

は wフランケンタール・ネーデルラント(低地

ドイツ)語系改革派教会~ De N ederduytsche 

ghemeente tot Franckenthallの洗礼，結婚記

録 (1565-1689年)に時々記載されている本人

ないし両親，証人の出身地(または前住地)な

いし出生地の記載であるが，それも決して網羅

的ではなく，極く一部一一全体の約20%程度一ー

に限られ，しかも，移住の年もまた移住時の年

齢も不明である。従って，移住の時期的分布を

把むには大きな制約があるが，とりあえず，こ

の唯一の史料を手掛かりにして，若干の個別の

出身地に関する史料で補足しながら，その分布

を取ってみたい3)。

(1908)， 21-3;]. Decavele， De dageraad van de 
γφrmatie in Vlaanderen (1525 -1565)， II (Brus-

sel， 1975)， bijlage. 
2 ) A. von den Velden，“Aus dem Frankenthaler 
Stadtarchiv， VI (Die ersten 300 Burger Frankenth-
als， aufg巴nommen1562-1580) "， MFA V， 12 (1904)， 
18-20;A. von den Velden，“Die niederlandischen 
Maler in Frankenthal"，' MFA V， 16 (1908)， 19-20. 
一部は教会記録による(注3) 

3) A. von den V巴lden，(ed.l， Registres de l'々 lise
γ"eformee Neerlandaise de Frankenthal au Palatinat 
1565 -1689 [以下RENFと略J，I [Registres de 
BaptemesJ ， II [Registre de mar匂gesJ， (Bruxell巴s，
1911-13); Fr. W. Cuno，“Zwei g巴lehrteN iederlan 
der in Frankenthal"， MFA V， 2 (1894)， 23;]. 
Kraus，“Frankenthaler Gold-und Silberschmiede"， 
MFA V， 2 (1894)， 25-6，30-32， 38-9; A. von den 
Velden，“Die Familie Behaghel in Frankenthal bis 
zum Beginn des 30jahrigen Krieges"，MFA V， 15 
(1907) ，5-6A; von den Velden，“Di巴 FamilieCos 
tenobel oder Costenoble in Frankenthal"， MFA V， 
15 (1907)， 33-4; A. von den Velden，“Genealogis-



3(3) 

t

i

?よ

1
ょ

っ

U

T

i

-

-

A

t

-

-

ょ

t

i

T

よ

1

i

t

-

-
ょ

っ

u

'

I

1

i

T
よ

1

i

t

-

-
ょ

1

i

t

i

T
よ

1

i

t

l

T
よ

1

i

'

i

1
ょ

t

i

1
ょ

1
ょ

t

l

y

-

-

i

t

-

-
ょ

1
ょ

t
i

司
u

o

o

η

4

1

A

n

斗

刊
ペ
パ
W

内

4
1
u
ー

プフアルツ選帝侯国(ライン・プファルツ)におけるネーデルラント系カルヴァン派
亡命者コロニーの形成とその経済活動(1562~1622) 石坂

第2表フランケンタール1566-79年 エノ一合計

新市民出身地 Borchloon 

Li巴ge

Hasselt 

Limbourg 

Walhorn 

Susteren 

We巴rt

リヱージュ・リンビュルフ合計

Gravenhage， 's 

Oosterze巴/ZwarteSluis 

北ネーデルラン卜合計

Aachen 

Wesel 

Neus(の近傍)

Kempen 

Kleve 

Worms 

Sankt Lambr巴cht

Schriesheim 

Ottweiler 

Lambsheim 

Morsch bei Frankenthal 

Bendersheim 

Orlegens 

Oggersheim 

Hessisch (Hesheim?) 

Gies巴n

Edigh巴im

Bergcatel a. d. Mosel 

Lindenf巴h

Pfedd巴rsheim

Furt 

Neuhausen 

Flammersheim 

Walen 

Hillenart 

Grunenbruch 

Luwentzwig 

Nδrdlingen 

Kronach/Bamberg 

Neuburg 

ドイツ合計

総計

1993.6 
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フランドル Vlaander巴n(地名不明)

西フランドル Westvlaanderen

Belle (BailleuD 

Steenwerck 

Nieuwk巴rke

Wervik 

Hondschoote 

Steenvoorde 

Dranouter 

Kortrijk 

Commiene 

Meregem (Merville) 

フランドル西部合計

Sint-Niclaas 

Axel 

Beveren (Vierambacht) 

Ste巴nhuis

Gent 

Oudenaarde 

Etikhove 

Brederen 

Lembeke 

フランドル東部合計

フランドル合計

Lille 

Armentieres 

Tournai 

Templeuve 

ワロン・フランドル

Antwerpen 

Berg/ Antwerpen 

Brussel 

Leuven 

Lier 

Essene 

Geel 

Chenis(Br) 

H巴lmond

Oosterwijck 

ブラーノTン

Hainaut 

Lessines 

Braine (Hainaut) 

卜合計

典拠注2) 

Apotheker usw. in Frankenthal im 16.-19. Jahr. 
hundert"， MFAV， 17 (1909)，27-29，33-4，41-2，45 

ch巴 Nachrichtenuber das Geschlecht (de) Car. 

mers"， MFAV， 14(1906)，1-3; J. Kraus，“λrtzte， 
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この教会記録は，一応1689年まで続いている

が， 1622年の30年戦争によるカトりック=皇帝

軍による占領以降は，新規の亡命者の流入は極

めて限られ，逆に流出が続いたから，この年度

以降に現れる出身地は算入する必要はないであ

ろう。また，結婚や洗礼の証人で，明らかに移

住者ではないもの，例えば，近隣の市町村の牧

師や役人，ハイデルベルクやフランクアルト・

アム・マインやノイ・ハーナウなど(後にはア

ムステルダムも)の居住者を除くと，記載の出

身地は678件である。(重複は除く)これに，最

初の移住者48名， 1578年までの市民権申請者64

名とその他の様々な研究で明らかにされた移住

者70名を併せた807名についての出身地を分類し

たのが，第3表，第4表および第1図，第2図

である。なお，その際，移住者の職業が併記さ

れたり，他の史料で確認できる場合は極めて稀

である。

このうち，出身地として，ハプスブルク家支

配下のネーデノレラント17州およびリエージュ司

教領Principautede Liege，スタヴローニマル

メディー帝国直属修道院領 ReichsabteiStablo 

-Malmedy (Stavelot-Malmedy)，カンプレー

Principaute-Eveque de Cambraiを含めた，ネ

ーデルラント地域を挙げているのは，約48%の

391人のみで，さらに390人がドイツ帝国内部の

各地から，この他フランス(ロレーヌ公国 Duche

de Lorraine，メッツ Metzを含む)から 8名，

イギリス(グレイト・ブリテン)18名が移住し

6，ff.; A. von den Velden，“Willem van d巴nVelde， 
Burg巴rund Einwohn巴rvon Frankenthal von 1586 
bis 1623ぺMFAV， 4(1896)， 52， 54-6;乙の他， E
Butfering，“Niederlandische Exulanten in Fran-
kenthal， Neu-Hanau und Altona: H巴rkunfts-
gebiete， Migrationswege und Ansiedlungsorte" in 
W. Ehbrecht und H. Schilling， (Hg.)， Niede巾 nde
und 1¥Tordwestdeutschla叩d.Studien zuγ Regional 

und Stadtgeschichte Nordwestko刀tinentaleuroρas
im Mittelalter und in der Neuzeit. Franz Petri 

zum 80 Geburtstag( Koln-Wien， 1983)， 347-417， 
besond巴rs381-392が，市会議事録 Ratsprotokollen
などによって確認した若干を追加した。

ている。

ところで，ネーデルラントのなかで大部分を

占めているのが，フランドルとブラーノてントの

両州である。

まず，フランドルについていえば，へント Gent

(夕、テヌスとは特別に深い関係にあった)やブ

リユツへ Brugge，イーペル Ieperなどの大特

権都市からの移住者は，それほど多くはない。

もっとも密集しているのは，南西フランドルで，

現在のフランス・ベルギー国境を挟んだ「ベレ

代官区JBellambachtの農村市場町や農村で，

ベレ(ベユー/レ) Belle (BailleuOの32件，ス

テーンウエルク Steenwerckの20，ニューケルケ

Nieuwkerke10を核に，管区内 7つの農村

[Meteren， Strazeele， Sint-Jans-Cappel， Nie-

pkerk (Nieppe)， Kaster (Castre)， Vleteren 

(Fletre) ， Dranouter J ，さらに隣の「イーペノレ城

代管区JKasselrijIeper内のケンメル Kemmel

や，.カッセル代官区JCassel-Ambachtのポー

ペリング Poperinghe，ステーンフォールデ

Steenvoorde，カッセノレCassel，メリス Merris，

メレへムMeregem(Merville)など，局辺の小

都市・市場町・農村に散らばっており，さらに

東のレイエ川 Leieの両岸に点在する小都市に連

なっている。さらに，すぐ北に接してかのホン

トスホーテ Hondschooteも10件を記録してい

る。さて，このベレニカッセル地域は，ホント

スホーテやアルマンチエールArmentieresほど

の有力な農村毛織物工業の中心地ではなかった

にせよ，すでに14世紀から紡毛毛織物工業村落

として登場しており，また有る程度までは新杭

毛毛織物工業も普及していた九しかも，この一

角こそ， 1566年に全ネーデルラントを揺るがせ

た，かの『偶像破壊運動~beeldenstormの勃発

4 ) これら地域における毛織物工業については， H.立.
De Sagher， (ed.)， Recuel・1des documents relati!s a 
l'histoire de l'industrie drapiere en Flandre， 2e 
partie， t. 1 ~1II (Bruxelles，1955-66)および拙稿「オ
ランダ共和国の経済的興隆と17世紀のヨーロッパ経済
一一ーその再検討のために一一一」北海道大学『経済学研

究」第24巻第4号 (1974年)， 15，61頁参照。
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フランケンタール・低地ドイツ語教会出身地

〈フランドル・ブラーノfント外Il

第 1図
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ネーデルラント

第3表 ブランケンターJレ・ネーデルラント諮糸亡命考出5射殺

ギリス

3t記官nwξrck

災対uwkerke

Hondschoot企
Veurn記(Amabacht)

Poperinghe 
五在日t巴ren

K己mmel

等専合stouter
Sint-J ans~Cappξi 
Reniねgelst

Iep母f
Kortrijk 

兆四プランドル

Gent 
Oud記n註arde

Etikhove 

Oud巴嘉合m
その他(村落)

ランドル合計

ブ

ワロン・ブランド}V，アルトア

Antwerpen 
Brロss日l
Li日r
Leuven 
Tぬれ語れ
Ess自ne
Vilvoord告
その他のブラマン務系村落
1:1 

Hasselt 
Geldem 
Ma註stricht
Eup母れ

ドイツ

32 i Frankfurt a. M. 

20 : Aachen 
13 I Koln 

10 I Hamburg 
2 I Hanau 

2 I Wε5ξi 
4 I Duisburg 
2 NUmberg 

3 I Brem告n
2 I Mam訪問m
2 I Pfalzburg 
8 

8 

4 

2 

12 

18 

DUss巴Idorf
Geilenkirchen 
Kleve 

Breberen 

Eschen 
Berghausen 

Trier 

才一ノてーライン諸孫子葬会計

Heidelberg 
AlzをY
Oppenheim 
H日sheim
Lambsheim 
Oggerぉheim
Sankt勾Lambrξcht
Groß~Umstadt 。sthofen
Bockenh日im

Wintersheim 
2 Ob自治19sheim
Pfed苦rsheim
Westhof配n
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A
Q
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ネーデルラント

Mannebach 

ヌ告はhaus臼11
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雲海4表 プランケンタール・ネーデノレラント語系亡命者

年代別・出身地

ネーデル!ドイツ亡命議iニーダ
ヅント l コロニ-i ライン

1562-1577 151 

1578-1590 32 

1591-15ぬ 55 

1600-1610 91 

1611-1622 58 

不尽毒 5 

3告2

主主:年代法記録初出生手

災拠:注3)

2 

10 

14 

52 

59 

8 

137 

4 

2 

の地でもあったし， ダテヌスの鄭塁(カ

ツセ1レ)に{生ならなかった九それに続く激しい

弾圧のなかで，この地竣から多数の亡命者がフ

ランケンタールに移住してきたのも，この縁故

そたどったものであろうし，フランケンタール

の紡毛・統ま除去色議総工業の一部も恐らくこの地

域の亡命者がもたらしたものと考えられる。さ

らに，東フランドルでは，特権都市ヘントを別

にすれば，突出しているのが，小都市アウデナ

ールデ Oudenaardeで，21件を数える。ここは，

タペストリ…の生産地として有名であり，

ここからの亡命者の何人かはこの職業に携わっ

ていたο また泣騒の農村からもこの業畿の移住

3名そ数えるヘ他方で，この持代にすマ?に東

ブランドルに広がっていた農村や小都市の線織

5) 在宅像破者畿運動J については， M. Dierickx， “De 
b官官ldenstormeぉFr註ns-Vlaanderen"，0;京、 Eゲeleel，
10 (1966)， 13-20; iVL Backhousε，1おldenstorme持
Bosge諒:zenin het 砂Testkwartieパ1566-168):Bij-
drage tot de Geschiedenis van de goddien-
sttroebelen der Zuidelijke Nederlanden仇 de
XVlde ee諒w('Hand日lingenす註nd位心配schied-記n
Oudheidkundig芭 Kringvan Kortrijk， NR_ 38， 
1971) 
6) J. Kr設us，“DieWandteppich…Fabrikation ね
Frankenthal im 16. und 17. Jahrhundert"， MFA V， 
16(1908)， 37叩8;M.V呂nwelden，Het tapijtwever-
ambacht te Oudenaarde 1441-1772 (Oudena-
arde， 1979); l Kraus，“Fr設nkenthal巴rGold-und 
Silbξrschmi日de"; A. von den Velden，“Die ni母d合r但
i詰ndisehe)'1aler in Frankenthal". 

イギリス !合計
ブランス

。 182 
1 69 

Q 106 

16 12 10 238 

16 18 15 207 。 ヨ

26 807 

物工業地帯，とりわけ「ア…ルスト Land 

van Aalst I村の村議からは，ょにーティックホー

ヴェ Etihove(4)をふくめ12に止どまって，けっ

して高い比重ではない。さてこれに次ぐのが，

隣のブラーパントf村(106件)であるが，ここで

は，大畠際商業都市のアントウェルペン (42)

と金ネーデノレラントの首都であったブリュツゼ

ルはおが，その大部分を占めている。その全

員、の職業は確認、で、きないが，磁撲のみならず，

綿織物や毛識物の仕上げ，さら

ど，多様な分野にわたっている。

この他，ハツセルト Hasseltなどの，リエー

ジュ司教領北部のネ…デルラント語地響やりン

ピュルフ公寝技ertogendomLimburg (Duche 

du Limbourg)，上ゲルデルン Ober-Geldern

などのネーデルラント語やドイツ語地域(オイ

ペン Eupen，ゲ Jレデルン，マーストリビト

Maastricht)は，全体で29名を数える。なお，

後にオランダとして独立する北部71'1'1の地域(北

ネーデルラント)は，アムステlレダム訪日名が

悶立っとはいえ，全部で45名にとどまっている O

この地域からの亡命者は，関係の深かった

ハンブルクやプレーメン，ヴ、ニιーゼノレなどの北

ドイツの方に流れたためであろう。

さで，出身地のリストには，さらに390件のド

イツの地名が登場する。このなかで1/3，138人

を占めているのが，帝罷都千百のブランクブルト
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亡命者コロニーの形成とその経済活動Cl562~1622) 石坂

・アム・マイン，アーへン，ケルン，ハンブル トの東部とは言語的にも近いこれら地域の出身

ク，プレーメン，ニュルンベルク，領邦都市の 者であれば，ネーデルラント人の低地ドイツ語

ヴェーゼ、ルWesel;デユースブルク Duisburg(ク 教会に所属することには不便を感じなかった筈

レーフェ公国)，シュターデ Stadeなどの，明ら で，亡命者以外のドイツ人がかなり含まれてい

かにネーデルラント人亡命者コロニーが誕生し

た諸都市である。後に言及するように，フラン

ケンタールは，これらのコロニーとは，宗教的に

も相互に深い交流を続け，またとりわけフラン

クフルト・アム・マインのような商業的中心と

経済的関係は相変わらず、なお緊密であったから，

移住者の大部分が一一本来のドイツ人も全くい

なかったわけではないが(例えばヨルダン・ペ

ルツアー JordanPeltzer) ネーデルラント

人亡命者の再移住であったものと考えられる。

またフランクフルト・アム・マインから分離

して1597年に発足する，ノイ・ハーナウ Neu-

Hanauからも，30年戦争までに13人の移住者を

迎えている。この他，プフアルツ=フェルデン

ツ伯 Pfalzgraf Georg Hans von Veldenz-

Lutzensteinが1572年に，ドイツのルタ一派やフ

ランスのカルヴ、ァン派を招致して建設した要塞

都市プファルツブルクPfalzburg(ただし1584年

にロレーヌ公に売却)からの移住者が1589年以

降 3件現れている九

また，ネーデルラントに隣接したニー夕、一・ラ

イン地方，とりわけユーリッヒ公国 Herzogtum

Julichやクレーフェ公国 HerzogtumKleveに

は，早くから多数のネーデノレラント人プロテス

タントが亡命・散住して幾つかの小都市に亡命

者コロニー=教会を結成していたし，さらにア

イフェル山地をはじめ数多くの村落に散らばっ

ていた。これらのニー夕、一・ライン地域からは，

主として16世紀末から17世紀に入って，デュッ

セ/レド1レフをはじめ42の都市や村落から53件の

移住が記録されている。ただし，ネーデルラン

7 ) H. W. Herrmann，“Pfalzburg und Lixheim. Zwei 
fruhneuzeitliche wittelsbachisch巴 Stadtgrundun-
gen am Rande der V ogesenぺBl，占的γfur点政lzische
Kirchengeschichte und religiaμ Volkskunde， 
47 (1980)， 13-26. 

ると思われる 8)。

さらに，フランケンタールに近い，ヴオノレム

ス Worms，シュトラースブルク Strasburg，

シュバイヤー Speyerなどの帝国自由都市や，

トリアー Trier，マインツ Mainzなどの司教都

市からは， 16世紀の末から29名が移住している。

その一部には，ネーデルラント系の名前が見い

だされるものの，これも亡命者の再移住かどう

かは判定しえない。

さらに，16世紀末から顕著になっていくのが，

同じプブアルツ選帝侯国(ライン・プファルツ)

内部の出身者である。勿論その筆頭には，首府

のハイデルベlレク Heidelbergがあり，大学や

選帝侯の宮廷に多くのネーデルラント人が仕え

ていたから，ここからの再移住は当然考えられ

るが，果たして全部がネーデルラント人かどう

かは，姓名だけからは確認できない。他方で，

他のワロン=フランス語系コロニーであるサン

クト・ランプレヒトやオッテノレブツレク，シェー

ナウからの移住者は殆どいないのにたいして，

むしろ1580年以降急速に増えてきたのは，周辺

の村落(ラムスハイム Lambsheim，オッゲルス

ハイム Oggersheim，へスノ¥イム Hesheim，ヘ

ノレクスハイム Hercxheimなど)ないし小都市(ア

ノレツァイ Alzey，オッペンハイム Oppenheim，

クロイツナツハ Kreuznach)の出身者であり，牧

師や官吏，所領管理人など極く少数のネーデノレ

ラント人を除けば，殆どが地元のプファルツ人

であろう。この他，エルザスを含めたオーバー

ライン地域の出身者は56件，それ以外のドイツ

全域から49件が検出されている九

8 ) 拙稿 '16世紀におけるネーデルラント・プロテスタ

ントのドイツ散住ーその経済史的概観ーJ，北海道大

学『経済学研究』第27巻第l号， 1977年3月)，314頁
9 ) 例えば，画家のピーター・スハウブルックの父ニク

ラースは， 1570-78年の間(デュ・ジョン赴任までの
間)，ノイシュグットから出向してサンクト・ランプ
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なお，注呂べきは， 1603年以来のイギリス

人の来住で， 18名に達し，そのなかにはリーパ

ールト Janneken Liebaertなど多国ネーデルラ

ント人亡命者の子孫友恵、われる姓名のものが詩

人か見いだされるが，恐らくその多くは，本来

のイギリス人であろう iOL

このように， 16世紀のうちは，ブランドルお

よびプラーパントからの移住が監部前であった

のに対し， 17世紀に入ってからは，ネーデノレラ

ントからの移住の設は途切れ，ア←ヘン，ブラ

ンクブルト・アム・マイン，ケルンなどのf患の

コロニーからの開移住が増揺し，また近

隣のプブアルツ選帝侯臨額も含めたドイツ各地

からの移住によってネーデ/レラント

らかなりのドイツ人が混入する韻向がはっきり

と

b.フランス{ワロン)語系プランス{ツロン)

語系の住民は， 1577年にルートヴィッヒ 6世に

よってハイデ/レベルクを地放された Fハイデル

ベノレクーフランス語系改革採教会.JL'eglise 

francoise de Heydelberg (1569-77)をその前

身とし rブランケンタール・ブラン

採教会.s L'eglise francoise de Frankentalと

なった後， 1577-1596年の埋葬，洗礼，婚姻の

している1~それゆえ， 17世紀について

レ仁トo教会を司牧G.1571与のエムダンのネーグ
ルラント人亡命者教会会議 Synodeに代淡として出
席しているが，のちへッスハイムの牧綴に移った。1000

Jahre Larnbrecht， S.199. 
10) 1620俸に結婚したLaur控除 Bollは.[イギリス ?J
関王侍従て?あり，多分，主義帝佼妃(ジェイムズ1t投王

女)エヲザペスに従ってプブアルツ入りしたのであろ
う。このほかのイングランドやスコットランド出身者
は.巨人ではないかと思われるが，率造業，I立本紛であるの
その出身地は，ロンドン4:1ちだけでなく広く，コルチ
ェス夕、←，カーγーゼンヲゴヴエントリー，夕、ンディ

ーなどに分散している。
11) A. von dξn Velden， (Hg.)， Das Kiタche持buchder 
jranzo'ischen refo丹nierlenGかneindezu Heidelberg 
1569-1577ωzd Fr.話会zkenthalin der汚みlz [以下

KFFと略 (Weimar，1908);J“Kraus，“Die Kunstler 
F呂mi1iεVaillantund ihrξBezi母hungenzu Fran. 
k記ntha]"，MFA V， 5(18きわ， 17-19， 21-2， 29-30，34-5， 
39，41必酌6[W設llerantVai1lantJ 

の動向は不明であり，

他の史料による補充

も2721'牛，

ても2831'牛と，ネーデ

ルラント語系の1/3に過ぎない。その分布を表し

たのが第S表，および第3~惑であるが，ここか

ら，あるはっきりした特徴が浮かひトょがっ

る。このうち，ネーデノレラントは半数の148を数

えるが，フランクアルト・アム・マインで有力

であった，リール Lille，ヴァランシアンヌ

Valenciennes， トウ/レネ… Tournaiなどのワロ

ン・ブランドル=こにノーの出身者はお名と少数

であるおに対して， 113名 (59.5%)を占めるの

が， リヱージュ司教穣やりンブもルク公器，スグ

ヴロ…士マノレメディー帝盟遊属修道院

StavelδHVlalmedyO)出身者であり，とりわり，

すでに粗紡毛毛織物工業が勃興しつつあったヴ

ぷルヴ千二にVεrviers(19)，ランプーlレLimbour窓

口6)，ディゾン Dison，オディモン狩odimont
などの農村工業村落や，スタヴロー(12)，スタ

ンベール Stemhertなどの山間部の製経・鉄工

きの村落に分散している。

ずで、に，ヴエルヴィょにの蕗人や毛織物の銭充は，

一へンを通じてギ毛や染料を購入し

ていただけではなしその製品の販路そ求めて

i霊かブランクブルト・アム・マインやシュトラ

ースブノレクまで赴いていたし，この一帯は，か

のカルヴァン派の指導者ユニウス(デ、ュ・ジョ

ンFrancoisDu Jon， Franciscus Juηius) 
力的に布教i活動を行った本拠地でもあった1九こ

うしたなかでランプ…Jレの高級毅判所参審員

Schoffen der hohen Gerichtで，周辺に所懐を

していたラトロー Ratlo一践のノレナーノレ

Renardやマユー Mahieu，アンワトーヌ・ミ

ュルコ-AntoineMulke却をはじめ織元や関人

も含めて多数のプロテスタントが，帝国都市ア

ーへンと並んでシェーナウやサンクト・ランプ

レヒトなどの諾コロニーも合めたプファルツ選

12) 1. Del昌tt母，“Lecommerce丘tJ'industrie de Verω 
vi告す話 au XVle siec1e"，Bulletiη de la Societe veゎ
vietoise d'archeologie et d'histoire， 40 (Iき59)，7-21. 
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Tournai 

そのf通ワロン・フランドJレ

ワロン・フランドJレ

Antwerpen 

Brussel 

その他のブラパント

ブラパント合計

Valenciennes 

その他エノー

エノー合計

Vervi巴rs

Limbourg 

Stavelot 

Dison 

Li色ge

St巴mbert

H巴ues

Hodimont 

Heusy 

Jalhay 

Heur-le-Tixhe 

Jehanster 

Francorchamps 

Dolhain 

その他

リエージュ=リンブルク=マルメディ計

Cambrai 

/レクセンブ~)レク(ワロン)

ルクセンブルク(ドイツ)

北ネーデルラント

ネーデルラント

149 ネーデルラント合計

典拠.注目)

一方， ドイツ内での移住者は，フランクフノレ

ト・アム・マインの1M牛を除けば， J1台どが，プ

ファルツ内の他のコロニー(サンクト・ランプ

レヒト，ハイデルベルク，シェーナウ，オッテ

1レベルク)からの移動であり，またプファルツ

フ、ルク(3)やマルキルヒ Markirch(サント・マリ

帝侯固に逃れ川，とくにヴェルヴィエは12%の人

口を喪ったと言われる 14)。

一・オー・ミーヌ Sainte-Marie-aux-Mines， 

かつてエルザスやロートリンゲンのなど，2 ) 

13) ]. Hashagen， Geschichte der Familie Hoesch， 
unter Mitwirkung von Fritz Brugemann (Koln， 
1911) ，Bd.1， Teil 2，418，438;]. ]. Le Pas，“Les Rat-
loe"，Armorial des Archives vervietoise， notice 25 
14) P.Hanquet，“Umsiedlungen zwischen dem Gebiet 
um Luttich und dem Rheinland巴ぺ Familie und 
Volk， 9/10 (1960/61)， 181-198. 
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第3図フランケンタール・{民地ドイツ語およびヴロンコブランス務教会員出身地
(J) .Lージュ J)ンど斗jして7=スグヴロ一地絞〉

.W! 

Welkenraedt 
ヨE

畠

リエージニえま立教官支

スタヴロー修道院綴

FL1'日j
... ワロン系

.トーデノレラント系ないしドイツ糸

S ハブスブル夕、言葉(J)ンブルグ公悶)
悶

(2)人口動態 ぎて，フランケンタール後始めと

する各亡命者コロニーの，人口動態については，

各自治体ないし領邦による定議会きな調査は殆ど

なく，また各教会の教会桑名簿も残されていな

い。わずかに，後述する1584年のプランケンタ

ールおよびサンクト・ランプレヒトィ 1592年の

フランケンター)v，サンクト・ランプレヒト，

オッテルペルク， 1611年のオッテIレベルクにつ

いての領邦の租税数誌記録が，全住関心名簿(枇

を還している。ただし，フランケンタ

ドイツ捺地域に誕生したフランス語系プロテス

タントの亡命者コロニーが登場する。さらに，

ネ…デルラント以外のフランス語地域(スイス，

サヴォア，ロレーヌを含む)は， 64件と，全体

の23%を占め，そのなかでメッツは 9件と筆頭

であるが11全体として立フランスを中心に広く

分散している。おそらくは，近隣のロレーヌ公

おけるプロテスタント溶容に力日えて，かの

1572年のサン・パルテルミーの虐殺を逃れたユ

グノーが多数亡命したためであろう。

“Pfalzbur嘉undLixheimぺ13戸26;また警マルキル
となまf幻レザ、スのブランス綴系亡命者数会については，

P.D告nis，Les eglises d'etrangers en pays rhenans 

15) エルザスとは，代々プブアノレツ滋平野侯国が守護章表

Landvogt討を援っていたお絵でー関係が深かった。プ

ブアルツブルクについては， H. W. Herrmann， 
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ルについては，姓名からのみではネーデルラン の移住者の増加からも裏付けられ，すでに30年

ト人，ワロン=フランス人， ドイツ人の3教会 戦争以前からコロニーのドイツ化が進んでいたl九

の所属を識別できないので，その前後2年間の ところで，フランケンタールも含めて，プフ

出生数で，推計しておいたのが第6表である。

これで見る限り，フランケンタールは， 60世帯

から出発してから20年にして，その聞にはペス

トによって人口半減の危機を経ながらも，その

人口は着実に増加し，早くも1584年には，この

地域の行政の中心ノイシュタットに迫る勢いを

示し，さらに1585年のアントウェルペンなど南

ネーデルラントの主要拠点のスペイン軍再征服

で大量の亡命者がプファルツにも流入したこと

によって， 740家族と，プファルツ内の地方都市

の規模を大きく越えるにいたっている。(ノイシ

ュタットが525家族，ラウテルンが453家族)そ

して，その後は， 1600年頃にはすでに1，200~1 ， 

500人， 30年戦争直前には， 5，000人と，首都ノ¥

イデルベルクに次ぐ第2の都市となった。しか

し，全体として，ネーデルラント人の人口は増

加の勢いが弱まり，フランケンタールでも，さ

きに述べたように，すでにドイツ系移住者がそ

の教会員に混入しているにもかかわらず，その

人口はほぼ横這いとなり，すでにワロン=フラ

ンス人に抜かれている。ワロンニフランス系は，

さらにシェーナウ，オッテルベルク，サンクト

・ランプレヒトで500家族以上を擁していた。し

かし，それ以上に顕著なのは，高地ドイツ語教

会員数の増加で， 1620年には，すでに全体の 4

割に達しており，この点は，出身地におけるプ

ブアルツ選帝侯国を始めとするドイツ各地から

( 1538-1564) (Paris，1984)， pp. 258-9，406-8. 

なお，神聖ローマ帝国の領邦であったメッツ司教領は，

ヴエルタゃン，トウール可教領とともに1552年にフラン

ス領となったが， 1552-3年にかけて，ロレーヌ公園

やメッツによる宗教的迫害を逃れた農民がナッサウ=

ザールブリュッケン伯領 GrafschaftNassau-Saar-

brucken所属のザールヴェルデン伯領 Grafschaft

N assau-Saarwerden (ロートリンゲン)の諸村落に

入植しているし，また銀山の所在地マノレキルヒは，リ

ーベラウ川Lieberauプロテスタントのラッポルトシ

ュタイン領 HerrschaftRappoltsteinとロレーヌ公
園が共有していた。

アルツ選帝侯国の 3亡命者コロニーへの移住者

は，一←イ壬務を帯びて，本国に派遣された夕、テ

ヌスやファン・デア・へイデンなどの牧師に限

16) 人口および財産に関する基礎史料は，1584年のノイ

シュタット上級管区(フランケンタール，サンクト・

ランプレヒトおよび比較のために掲げたノイシュタッ

ト)については， H. von ]an， (Hg，)， Das Tiirken-

steuerregister des kuゆガlzischenOberamt Neustadt 

von 1584 CSchrift巴nzur BevδIkerungsgeschichte 

der pfalzischen Lande， Folge 2) (Ludwigshafen， 

1962-64)，17 -33，43-60，144 -148 (Landesarchiv 

Speyer， F3，41)， 1592年については， Landesarchiv 

Spey巴r，F3，42，folio 7 -41(N eustatt) ，83 -90 (Sankt 
-Lambrecht) ，231-265 (FranckenthaDで，フラン

ケンタールについてのみ，財産額と職業が A.von 

Velden，“Frankenthaler Kriegssold -A nlag 1592"， 

MFA V ， 34(926)，23-32として採録されているが，

租税額が記載されておらず，また一部印刷不鮮明であ

るため，一応原文と照合のうえ一部訂正した。その分

析は， G. KaIIer，“Bevolkerung und Gewerbe in 

Frankenthal，N eustadt und Lambrecht am Ende 

des 16. ]ahrhl1nderts"，in: Aus Stadt-und Landes-

geschichte Siidwestdeutschlands. Festschrift fiiγ 

Erich Maschke zum 75. Geburtstag (VeroffentIi 

chungen der Kommission fur geschichtliche Lan-

deskunde in Baden-Wurttemberg，B75，1975) ，141 ~ 

71;オッテルベルクについては，G. KaIIer， Geschichte 

von Kloster und Stadt Otterberg， Bd.1，370-85; 

ders.，“Die Bevolkerung von Otterberg und Kaiser-

slautern im Spieg巴Ides Schatzungsbuchs von 

1611"， Jahrbuch zur Geschichte von Stadt und 

Landkreis Kaiserslautern， XIV /XV (1976/77) ，119 
~127 なお，フランケンタールの1568年の家族数は，

G. KaIIer，“Staat， GeseIIschaft und Ki汀rchein n 1 

Frank恥t匂叩巴臼n此1託th凶1羽al日im16此6ι.]ahrh加un凶1吋d巴臼rt"ぺ，Bl，必βa't帥t
zis釘chμeKiかrchengeschiたfなchtμeund reliぽgzω(iseVol，必'ksk加u口ndゐe，
47(仕19郎80ω)，4， ; 1600年以降のフランケンタールの人口

は， Butf巴ring，“Ni巴derIandischeExulanten" ，361 
なお， 1600年の人口1，200人説は，ハイデルベルクの

神学者 Hieronymus Zanchius (zit.，F. ]. Hilde 

brand，“Zur Geschichte der niederIandischen， der 

franzosischen und hochdeutschen Kircheng巴m巴in-

de zu Frankenthal"， MFA V， 26(1918)，1加O人説は

G. Franz， Aus der Geschichte der Stadt Frankenth 

al (Frankenthal， 1912)， S.47，1622年の数字は， ドイ

ツ語教会所属を2，000人し，他の2教会をほぼ同数とす

るものであるがA.von den Velden，“Di巴hochdeuts-

che reformierte G巴meindein Frankenthal und 
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襲号s表 ネ…デJレラント人亡命翁コロニ一人口動車義

人君主波数

家主英総数 後後見人

1562 62 

1564 30 

1567 150 

1576 

1577 

1584 422 37 18 

ネーデルラント人 218 

ワロンr フランス人 164 

ドイツ人 40 

1592 740 33 34 

ネーデルラント人 277 

ヅロンzブランス人 298 

ドイツ人 162 

手専務t干し派 3 

1611 

主主)洗干し数

キーデノレラント慈教会 プランスぎ養護主会

1583 46 33 

1584 35 29 

平均 40.50 31.00 

B.フランケンタール人口

1580 1500 

1600 1200 

1612 180母

1620 5000 

ネーグルラント人 1500 

ワロンニプランス人 1500 

ドイツ人 2000 

典拠:注13) 

らず一一移動が設しし短期間の滞恋の後，

邦外あるいは本罷に移る伊IIが非常に多かった。

まず，これは，鰐住者の名簿からも歴黙として

ihr巴 Kirch位nregist控rvon 1582-1653"，" MFA V， 

21 (1913)， 38，都市の底使関積を，たとえばハイデルペ

ルグやアンベルクと比べたとき，また1777年のみ 471

とはぺて過大ではないかと思われる。この惣，カイザ

ースラウテルンの1611年の人口は， F. Braun u. F. 

Rink， (Hg.)， BU1匁erbu児;hder Statdt Kaiserslautern 

(Verδffentlichung des Stadtarchivs Kaiserslaut. 
合rn1， Otterb詮ch-Kais色rsklautern，1965)， 164-172. 

市外居住者

134 492 46 6 

156 525 48 10 

[ 4合0] I 399 

ネ…デルラント務教会 ブランス言語教会

1591 54 56 

1592 49 57 

王子均 51.50 56.50 

おり， 1562年から1579年までのフランケンタ

ルへの来住者は340名に達するが，そのうち1584

年の畿税記録に名前が議場するのは， 95名に過

ぎないo dらに， 1584年のフランケンタール徴

税台i援記載者でs年後の1592年に再登場するも
のは，わずか100人{未亡人も合む)であり，ま

た，サンクト・ランプレヒトの場合には， 1584 

年の語住者で8年後に鶏留していたのは， 19各

である。そして，かなりの移住者が，再移住を

てか，フランケンタ…ノレの市民曜を取得せ
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ず， 1591年当時， 163家族に達している l九また， 移住を始めている問。また，ブリュッセルの画家

オッテルベルクの場合には1592年の在住者で1611

年に登場するのは33名に過ぎない。このほか，

フランケンタールの同じワロン系教会からの移

住は 6名，またサンクト・ランプレヒ tトからは

5名のみである 18)。

例えば，後世にニーダー・ライン地方切つて

の企業家の一族を輩出するへッシュ家dieHoes. 

chの祖先，レナノレト・へツシュ LenartHoesch 

(Lenard Heus)は，元々はリンブルク公園のド

イツ語地域のワノレホルン Warhornやケッテニ

ス Kettenisにかなりの土地財産を所有していた

が， 1560年にはアーへンに移住し，市民権を得

ている。その後，どのような理由からか， 1566 

年にフランケンタールに移住して，初期の住民

団体の助役(建物管理役Baumeister)を勤め，

1568年にイェレミアス Jeremiasが生まれている

が，再び、アーへンに戻り， 1577年に，ここで生

涯を終えている 19)。また，後に，ノイ・ハーナウ

建設の指導者となる生糸商人/レネ・マユー Ren色

Mahieu (1544 Valenciennes-1607 Neu 

Hanau) は，最初シュトラースブルクに居住し

ていたが，遅くとも1581年にはフランケンター

ルに移り，同年，フランス語教会で，長男のダ

ニエルの洗礼を授けられているが，市当局の再

三の要求にもかかわらず，市民権をえぬまま，

1585年フランクフルト・アム・マインに再移住

して，さらに1599年から，ノイ・ハーナウへの

17) A. von den Velden，“Ein Verzeichnis derjenigen 
Einwohner Frankenthals i. J. 1591 die nicht B臼r.
ger warenぺMFAV，9(1901)， 25-27. 
1584年当時，金細工師のEmanu巴1von der Statt， 
同じく宝石業のQuirinvon der Stattは，ニュルンベ
Jレク市民であり，またJohann Doppengiesser (同じくニ
ュルンベルク市民)， Peter Remihi (ポーランドのクラク
フ市民で教会の長老)の2名は課税を免れている。

18) Kaller， Geschichte von Klosteγ und Stadt Otter-
berg， Bd.l， 250-52. 
19) A. von den Velden，“Die ersten 300 Burger 
Frankenthals， aufgenommen 1562-1580"; Ha日
shag巴n，Geschichte der Familie Hoesch， 595-642; 
RERF.， 1，5なお，同じへツシュ一族のKarrisの息子，
ヨーハンは，プファルツブ、Jレクに移住している。 S.595ff.

の一族で金細工師であったニクラース・ファン

・オルレイ Niclaesvan Oorleyは， 1573年に

シュトラースブルクからここに移住したが，そ

の甥のエーベルハルト(エフラノレト) ・ファン

・オルレイ Eberhard(Evrard) van Oorley (タ

ペスストリー製造業者，後，生糸商人兼絹染色

業者)も， 1593年から1609年の間4回にわたっ

て市長を務めた後，フランクヲルト・アム・マ

インに去っている 2九このほか，ミュルコー

Mulkeau，オルヴィル Orville，ピロット Pier-

otte，デュサール Dusartなどの，教会の長老や

市長も務めた羊毛，鉄，生糸商人や，金銀細工

師，宝石商の一族も，活動の舞台をフランクフ

ルトやさらにノイ・ハーナウに移していった22)。

さらに， 1588年以降，ネーデノレラントの対ス

ペイン独立戦争が北ネーデルラントを中核とす

るオランダ連邦共和国の建国という形でようや

く好転するにつれて，オランダへの帰還・移住

が増えはじめ，後述する，フランケンターJレ派

の代表的巨匠であった風景画家のヒリス・ファ

ン・コーニンクスロー Gillisvan Coninxloo 

(1586年末ないし1587年初頭にアントウェルペ

ンより移住)も， 1595年にアムステルダムに去

って，ここでオラン夕、風景画の元祖として活躍

したのは有名である23)。デルフトの教会のみでも，

1587年から1614年の聞にドゥ・スへッパーMatth-

ijs De Schepper (日雇い)などのベレ，ポーペ

リンゲ，ホントスホーテなどの出身者9家族が

フランケンタールから移住しており，アムステ

20) A. von den Velden，“Aus dem Frankenthaler 
Stadtarchiv， VIII (Ren邑Mahieu)，MFA V， 13(1905)， 
29-30 ; A. Dietz， Frank.βtrter Handelsgeschichte， 
2 (Frankfurt a. M.， 1921， N巴udruck，1977)， 14，31， 
310，317;KFF.，l0 
21) Di巴tz，Frankfu地 rHandelsgeschichte， 2， S.303， 
310，312，335，339 
A. von d巴nVelden，“Die Brusseler Malerfamilie 
van Or1ei in FrankenthalぺMFAV， 27(1919)， 23f. 
22) Dietz， Fran勿'UrterHandelsgeschichte， 2， S.14. A. 
von den Velden，“Di巴 Familied'Orville" ， 29-30， 

41. 
23) 後出注(29)を参照。
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jレダムやライデンの場合は不明であるが，おそ

らし 16世紀末から171芝紀初頭にかけて，その

と れたであろう

C.財産・職業講成と主要産業

( 1) 1562-79年， 1584年および、1592年の慰産

.職業構成

次に，プブアルツにおけるネーデルラント人

-財産を含めて，その経捺活動と

経済状況を，同じプブアルツ!勾の蔀iiぎあるいは
ブランクフルト・アム・マインなどの地の亡命

コロニーと対比しながら追跡しよう。しかし，

その職業ー財産の構成は，特定の時点を!徐き翠

査が行われていないし，出身地の場合と信機に，

いし市畏権申請の時点ですら明記されて

いないことが多い。そこで，ここでは，最初の

移住時点、の1562年，さらに1584年と1592年の 2

賠にわたってプブアルツ選手苦設問(ライン・プ

ブアJレツ)全域で統一的に行われた黙産ないし

よって，可能な完走りで職梁分布と黙

産状況を検討しておきたい。

a 1562年および1568-77年

り，ブランケンタールの最初

の移住者，殆どがブランドノレ系60家族の職業も，

フランケンタール側には全く記録されていない

が，出身地と信じ史料によって，ヴィッツェlレ，

28名の職業を明らかにし，また，これに加えてヲ

デカブニLレJohan Decaveleによって， 9名の
出身地での職業が判明する25)。(第7表)ぞれに

よれば，全体の半数以上を占める

とりわけ毛蟻物関係の職業であり，特にホント

スホーテなどの出身者によるサーイ，アラス織

などの新境毛毛識物が12名におよび¥また紡毛

主忌織物関係6名とタベストゾー織り 3名，さら

24) J. H. Bekouw，“Die Ernigratie uit Belle， Pop母rin-
g告nen Hondschooten tijdens de Sp草加seOv白I九
h日日rsing"，Jaarboek 1!an Centra点lBureau vooグ
Genealogie， Vll (1953)， 127 
25) G. Witzel， “Beitr註g君"， 21-3; ]. D号むav普le，De 
dageraad， II (Brussel， 1975)， bijl器部

イ織り街人各lを加えて23名

を占めている。これに対して，絹織物やさ色糸あ

るいは香料などの有力な鞠人は最初のグル…プ

には全く見送たらないのは，市場設引の便援を

えてフランクフルトに残笥したためであろう。

さで，その議， 1577/78年までの市誕犠取得

者は，さらに309人を数えるが，その内で職業の

軒暁しているのは， 1584年時点での記載による

ものを含めても， 77名に止どまる。その{閥均と

しでは，な ，全体の2/3の

52名に及んではいるが，毛織物喜男謀者はわずか

16名で， うち11名が続三毛毛織物関係であり，む

しろ，一騒の手工業者の比重が議まっている 2九

b.1584年， 1592:民 1611年の対座・職業機成

次ぎにプランケンタール，サンタト・ランプ

レヒ人ヌ?ッテルベノレクの財謹・職業構成

長オ接税撤収記録をもとに検討しよう C プブア/レ

ツニラウテノレン侯国 (1592年からはプツアルツ

に復埼)はおお年に『対トルコ訪衛特

瑚税~ Tukensteuer， 1592年に
Kriegsold-Anlagおよび1611年に

邦財産税~ Schatzung をその領邦全域~と賦課し

ており，このうちフランケンターノレとサンクト

.ランプレヒトの麗するノイシスタット上級管

Oberamt Neustadtの部分の記録は，1584年

と1592年についてきなnJ町村について残されてい

る。ただし1611年の方は，ブランケンタールに

ついてはその市民が撃さ霧建設のため

を自己負担していたため免睦されており，資料

が得られない。一方，オッテJレベルクのガは，

1592年t1611年のデータしか手に入らないので，

1584年についての比較が不可能であり，またラ

ウテルン上級管区の課税記録は， 1592年につい

ては首都ラウテルン市の分は残っていなし)2サごめ，

オッテ/レベルクとの比較が不可能である。なお，

この租税賦霊祭では，賞困者(および一部の官職

・軍人)は免税となった他は，その貫主建に

26) A. von d母nVelden，“Die ersten 300 Burger 
Fr設れkenthalsぺMF.4V， 12(1904)，18-20， 
27) 史料は，注(16)~こ湾じ。
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亡命者コロニーの形成とその経済活動(l562~1622) 石坂

第7表 1562-1579年

移住者職業構成

1562 

農民

野守

庭師 1 

漁夫 1 
ーーー『伊』ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー---

織布工 2 

統毛工 l 

紡毛毛織物織布工 2 

紡毛毛織物製造業 2 

アラス織工 2 

サーイ織工 10 

染色工

勢毛工

麻織物工

タペストリー工 、3

タペストリー企業家

リボン工
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ー→ーー司ーー

仕立て屋 2 

手袋工 1 

帽子製造工 1 
ーーーーーー-- --ーーーーーーーーーーーー

錫鋳掛屋

錠前工
ーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーー

パン屋・菓子屋 1 

ビール醸造業
ーーーーーーーーーーーーーーー---------

大工 1 

壁塗り工 l 

瓦屋
ーーーーーーーーーー#ー』ーーーーーーーーー

皮革案工

靴屋
~→【ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー』【

桶屋 1 
ーーーーー---ーー』ーーーーーーーーーーーー

金細工師
ーーー『ー『ーーー『“ーーーーーーーーーーー

サーイ商人 l 

毛織物商人

羊毛商人 l 

材木商

小間物商人 1 

運送業

行商人
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー-- --

画家

外科医

1576-77 1584 

l 4 

l 

1 

9 

2 

1 

2 

1 

1 

1 

5 

l 

1 

3 

l 

1 l 
『ーー ーーーーーー

3 

2 
ーーーー司ー-

1 1 

4 

1 
ー戸『ーーーーーーーーー

2 

4 

2 
ー---ーーーーーーーー

2 
ー申ー-- --ーーーーー

1 2 

1 

2 

3 
ーーーーーー骨

1 

1 

1562 I 1576-77 I 1584 

牧師 2 

番人・役人・軍人 4 

日雇い 6 

合計 36 9 72 

出典:1)， 2)， 16) 

応じて課税され，財産を所有していない手工業

者や商人にたいしても，その営業収入に課税し

ている。また，未成年の被後見人 Vormund-

schaftは家族単位で別に記載され，当該市町村内

に財産を有している『非居住者~(Ausenmerker) 

も，市町村内の財産のみ別途記載されている。

まず，財産の全体的状況から見ると(第8表

および付表 1~ 4)，フランケンタール，サンク

ト・ランプレヒトともに，両年度とも40%以上

が，無産の，手工業などの営業収入による納税

であり，財産額300グルデ、ン未満の零細な市民が

全体の70~80% を占めている。(ただしオッテル

ベルクの場合には， 1592年， 1611年とも，営業収

入による納税者はゼロで， 1592年には100グルデ

ン未満のところに72.9%が， 1611年には58.6%

が100~199グルデンの階層に集中しているが，

これは課税方式の違いによるためであろう。)一

方，フランケンタールの最高財産額は， 1584年

の4，000グルデン(Johanna Deamandt，寡婦)に

止どまり， 1，000グツレデ、ン以上は27人に過ぎない。

1592年には，住民数が2倍弱の740家族に増えた

ものの，最高額は3，366グルデン (Herculesde 

Vinct宝石商=金細工師)で， 1，000グルデン以

上は44名である。(サンクト・ランプレヒトでは，

1584年3名， 92年2名。オッテノレベルクは92年

には2名)このように，フランケンタールやサ

ンクト・ランプレヒト，オッテルベルクなどの

コロニーには，命からがら亡命した無産者が多

く，後述するように手工業者および日雇の比重

が高かったのに対して，アントウェルペン，リ
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492 
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1214.23 

1058101404338.59 

399 
105810 

240 
20200 

156 
22345 
112.97 
15062.29 

134 
17903 
71.10 
23676 

740 
184808 
824. 73 
109961. 25 

4201) 

109786 
400.78 
133592.00 

総数
財産総額
納税額
評価財産額2) 20200 

1)この他，ニュルンベルク市民，クラクフ(ポーランド)市民各1(財産額不明)
2) 1584年納税額x333. 33f!. 1592年:納税額x266. 66f!. 
3)非居住者免税財産，

B，同上 % 
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FR=Frankenthal， SL=Sankt-Lambrecht， NS=Neustadt， Ot=Otterberg 
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典拠:注16)



1993.6 プファルツ選帝侯国(ライン・プフアルツ)におけるネーデルラント系カルヴァン派 19 (19) 
亡命者コロニーの形成とその経済活動(1562~1622) 石坂

ール， トゥルネーなどを逃れた富裕な宝石商， 第9表 フランケンタール，ノイシュタツト

薬種商，生糸=絹商人はフランクフノレト・アム 手工業職種分布

・マインの方を選んで，ライン・プファルツに

は殆ど来住しなかったことを示している。ただ

し， 1611年のオッテノレベルクでは，最高額が6，

400グノレデ、ン， 1，000グルデン以上21名と短期間

で富裕階層の急増が見られ，資産額も約5倍，

人口当たりでも約3倍と顕著な改善を見せてお

り，フランケンタールなどでも同様な傾向にあ

ったのであろう。このような財産分布状況を，

1584年のフランケンタールとほぽ同人口の典型

的な地方領邦都市であるノイシュタットと比較

しでも，差異は顕著である。まず，最高資産額

は， 1584年で11，225グルデン， 92年で10，000グ

ルデンで， 1，000グルデン以上層は，それぞれ多

くの手工業者を含む114人(納税者数492)と118

人(同525)とかなり高く，また100以上1，000グ

ルデン以下の階層も全体の51%，66%に及んで、

いる。おそらくは，市民の多くが近隣にぶどう

園などの土地を所有していたためであろう。

さて，次ぎに職業構成を見たいが(第9表)， 

職業が記載されているのは，サンクト・ランプ

レヒトやオッテノレベルクでは例外的であり，フ

ランケンタールとノイシュタットのみであるが，

ι フランケンターノレでさえも記載のないものが，

例年に33名，92年に93名を数え，そのなかには比

較的高額の資産所有者や市長や教会役員などが

含まれ，一部は金利生活者ないし富裕な商人層

であった。

さて，すでに述べたように，フランケンター

ルのコロニーは，創設当初から周辺に旧修道院

以来の耕地や牧草地を一括貸与され， 1569年か

らは，年一回借地農業者の組合集会 ghemene

landsfredenが聞かれて，耕地や家畜の番人を雇

うなど，その運営規則が定められている。 1600

年当時の台帳には297家族が何等かの形で利用者

として参加し，比較的大規模な借地人のみでも

36名に達しているが，農牧業(野守・森林管理

人・牛飼や漁業を含む)従業者は1584年に17名，

92年に20名で殆どとるに足らない。このうち，

フランケンタール ノイシュタット

1584 1592 1584 1592 

繊維 106 192 14 11 

金属 5 13 14 13 

皮革 13 19 19 15 

木工 9 20 28 30 

食品 15 22 26 8 

衣料 12 29 2 10 

建築 18 27 34 27 

貴金属・宝石・美術 10 21 2 1 

その他 8 11 16 13 

合計 190 354 155 128 

出典:注16)

専業農民は， 1584年では 6名(多くがネーデ

ルラント風の姓名を名乗り一定の資産を所有す

る 1，000グルデン 1名， 500グルデン 2名一

一)，日雇いや運搬夫などの兼業が4名であり，

また残り 7名は牧夫(牛飼 Kuhhirt，豚飼 Seu-

hirt，牧夫 Viehtreiber)や森番 Wald-schutz.

野守 Feldschutzで， 1592年には，農民 Bauer，

Baursmanは殆ど入れ替っているものの， 13名

に増加し，このほか牧夫，漁夫などをを加えて

20名とやや増加しているものの，農業コロニー

としての発展は殆ど見られなかったことを示し

ている 28)。

それに対して，フランケンタールの顕著な特

徴は，手工業従事者の比重にある。 1584年のフ

28) F. J. Hildebrand，“Das alteste Grundbuch von 

Frankenthal"， MFA V， 11 (1903)， 42-4， 46→48; A. 
von den Velden，“Aus dem Frankenthaler Stadtar 

chiv， I (ProtokoUen uber die Versammlung d巴r

Bauernschaft Frankenthals von 1569 bis 1621) "， 
MFAV， 12(1904)， 1-2， II，lO-ll(ein Verzeichnis 
der Kornpacht vergebenen Landereien der Fran-

kenthaler Gemarkung und Abrechnung uber schul 

dige und bezahlte Pachtbetrage von 1590 bis 1602 ， 

III (Register Frankenthaler Bauernschaft ein巴s

jeden Guetter deren B巴schwerdenund V巴rhand-
lung 1607)， 13;F. J. Hildebrand，“Das alteste 

Grundbuch der Stadt FrankenthalぺMFAV，
8 (1900)， 17-19，21-2，27-8， 
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ランケンタールでは，総数420名中，

半数近くの191名な占め，さらに臼聴いは35名で

どが38ある。ま

名であり， て1592年には，

740人中354人，日産いは49名て?あり，その比率

は殆ど変わらない。これそノイシュタットと比

較すれば，それぞれ， 492人中155人，525人中128

人であり，日露いは殆 していない。

さらに， ζの手工業の内容を検討すれば，ブ

ランケンタールとノイシュタットの惹奥は歴熱

としている O すなわち，ノイシュタットの職種

が，通常の目黒品である金属(錠前工Schlosser，

鍛冶壁 Schmidt，武器鍛治 Waffenschmidt，刃

物奪三治 Messerschmidt， Kesler， 
銅細工師 Kupfershcmidt，水殻錆掛

Kantengieser) ，皮革〈皮課工 Lauer，La京Ter，

畠〔明饗]鞍ご仁 Weisgerber，華立援， Schuster， 

Schuhmacher，革袋工飴ckler)，木工{指物自車

Schreiner，構竪 Kieffer)，食品{パン

Backer，ピ…ノレ醸造業 Biersieder，肉屋 Metz-

ger)，衣料(仕立麗 Schneider)，建築(大工，

左官，石工〉などの各被の告統的手工業に分散

し，議綾工業は10%軽震が麻織物などに従事し

ているに過ぎない。これにたいして，フランケ

ンタールでは，手工業従事者の過半数が識雑工

業の関係者であること，そし

und Silber・schmidt，宝石縮工 Juwelieじさ

らには翻家などの，美術工芸関捺もかなり有力

℃ある29)。{第9

いま，さらに第10，11表によって，前年遣の織

に検討しよう。ま

ず，…克して明らかなように，その半数を占め

ているのが毛識物工業である。このことは。1562

2合} 毛織物工業については，次節で詳論Tるが， 16俊紀
米にツンブトが認さ主した，上位絞的有力主主手工業は，錠

前工，ベッドカバー織り工，パン遂などマある。VgL
“Ordnung und Articulbrieff des Schlosser Hanrト
dtw巴rkeszu Frankenthal (1595)"， MFA V， 
9(1901) ; “ひ告rFrankenthaler B佼ziech日rweber
Ordnung"， MFA V， 17 (190き)，38-告[1586J;“Der 
Frankenthaler B註むkerzunftordnung"，MF A V， 17 
(1909) ，39-41. 

年のコロニー創立の中心が，ブランドル務部出

身の毛織物生産主者であったことからも当然予部

さされるところであるが，かつて帝国都市フラン

クブノレト・アム・マインに移撞された，新毛織

物，とりわけサ←イ〈ホントスホーテ)織;ユニ

Saigenweber，ノてーイ織工 Baienweber，アラス

織工 Arrasweber，そしてその準備工麗の擁毛

ヱKammerは， 1584年には，
の約 1/長の24名であり，その約2倍の40名が

いた。1592年には，統

毛毛織物撰係者はほぽ横這いであったのに対し

て，まさ毛毛織物工業の従事者は60名に増加して，

繊維工業のなかでは筆頭に立つが，これは，フ

ランドル商部のみならず，ヴェyレIグィエなどの

リエージュ地方からの亡命者がもたらしたもの

であろう。また，グベストリー(壁掛躍織)も

1592年にフランドルのアウデナールデからの亡

命者を中心に3名から37名に急場しており，こ

れはプランケンタールが，プブアルツ選帝侯居

の首府ハイデノレベルクにも近く，

要に支えられていたためと盤、われる。ところで，

ブランクアルト・アム・マインで，そして17世

紀以捧ノイ・ハーナウ的中心的援業となった，

縮工業，とりわけ縁部り Passamentierも，この

阿部市ほどではないにしても， 1592年には30名

強会数えて，第3のごと業部門となっている。

dて，最後にフランケンタールの多様な職業

のなか?特異な存在が，美構関係である。かの

ネーデノレラントの動乱とプロテスタンテイズム

弾圧は，とりわけアントウェルベンやブリュツ

ゼルなどから多くの誉術家や工芸家令亡命に溜

いやったが，すでに1562年にも麗家に移住が始

まり，その後，1573年には，ブリュッセルからニ

クラース・ブァン・オールレイ Niclaesvan 

Oorley， 74年ヨース・ブアン・り…レ Joosvan 

Liere (1530 Br・us間 1-1584Zwijdrecht)などが，

タペストリーの工房の下絵の製作に当たってい

た。1584年にはハンス・レーノ

(Hanss Reinault)など4

Hans Reynau1t 

し，さらに92

年には 3ーハン・ファン・デン・ボス Johan
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第10表 主要繊維工業従事者種類別財産分布

種 類 |繊維種類不明| 準備工程 |統毛毛織物|紡毛毛織物|染色・仕上|タペストリー| 絹

財産fl¥年 11584 1592 11584 1592 11584 1592 11584 1592 11584 1592 11584 1592 11584 1592 
o (免税)1111121001211001001
O(営業収入)1 0 4 1 3 8 1 14 12 1 21 28 1 3 0 1 3 27 1 

1 - 99 I 0 0 I 0 0 I 0 0 I 0- 0 I 0 0 I 0 0 I 

200 - 299 I 0 0 I 0 0 I 2 2 I 7 10 I 3 2 I 0 5 I 

300 - 399 I 0 0 I 0 0 I 2 2 I 3 5 I 0 2 I 0 0 I 

500 - 599 I 0 0 I 0 0 I 0 0 I 2 1 I 0 0 I 0 0 I 

合計 7 3 37 I 21 31 4 W 1 w ~ 1 u ~ 9 7 

第11表繊維工業職種別営業者数

分類 職種 11584 1 1592 

繊維種類不明 7 

編み工

織布工

紡績工

γ

A

-

児

r
臼

L
A
e
n
 

M
L
b
n
 

r
e
・H

4

E

L

γ

J

V

T
ド
&

s
v
s
 

ハυ
n
υ
1
4

毛織物準備工程 4 10 

杭毛工 Kammer 4 1 7 

毛織物紡績工 W olIspinner 0 1 2 

刷毛工 W ollenkratzer 1 0 1 1 

統毛毛織物 20 23 

サーイ織工 Saigenweber 

ノTーイ織工 Baienweber 

アラス織工 Arrasweber 

17 

2 

一種手苦吟担 j___..~~...J....??... 
毛織物織布工 W olIenweber 34 I 2 

毛織物職人 WolIenknap 2 

毛織物工 Tuchmacher 5 1 54 

毛織物織元 Drapier 。
毛織物製造業 Tuchner o I 2 

一一一一平一号一.一竺子一一一一一一ー一一一一.L..?
勢毛工

染色工

Tuchscherer F
D
A
4
 

Ferber 

4a
ワ
U

1

i

分類 職種 1584 1592 

麻織物 4 4 
...ーーーーーー

麻織物織布工 Leinenweber 3 4 

漂白工 Tuchbleicher l 。
タペストリー 3 37 
ーーーーーーー品』幹~---咽'ーーー・ーーーー ーーーーーーーーーーーー

タペストリー製造工 Tapetzierer 3 37 

帽子 I 12 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー.ー 司胃骨骨ー・ー・・・，ーーー

帽子工 Hutinacher l 9 

帽子飾り工 H utstaffierer 。 3 

網工業 22 31 
ーーー骨骨・ 6・ーーーー

絹染色工 Seidenferber 。 2 

縁飾り製造業 Passamentierer 8 24 

縁飾り商人 Schnurhandler 3 。
縁飾り織工 Schnurweber 7 。
絹織布工 Seideweber l 。
生糸摂糸工 Seidenarbeiter 1 3 

ビロード織工 Boratmacher 。 3 

リボン工 Bander 1 l 

絹糸刺繍工 Seidensticker 1 。
その他 l 1 

ーーーー・・ーーーーーーー'‘ー・.世値値圃，ーーーーー.ーーー..ー・-----ーー ーーー・ーーーーーー

帯工 Gurtler 1 。
綱作り工 Seiler 。 l 

合計 106 192 

O
O
R
υ
A
U
 

Y
B
-

5 

2 
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van den Boscheなど 5人が登場する。このう

ちでも風景画を中心とする「フランケンタール

派J Frankenthaler Schuleの始祖となり，のち

1592年にオラング、に帰ってその風景画発展にも

大きな影響を与えた巨匠が，かのヒリス・ファ

ン・コーニンクスロー Gillisvan Coninxlooで

ある。そして，彼の直接の弟子として，アント

ン・ミルー AntonMirou (1570/80フランドル

生まれ~1607) ，ピーター・スハウフツレック Pieter

Schoubroeck(ca.1570~1653) が，フランケン

クールで育っており，ミルーの父アンリ Henricus

Mirouleusは， 1592年には薬屋 Pharmacopola

として登場する(納税額0.75グルデ、ン。推定財

産203グ勺レデ、ン)。また，スハウブルックは，へ

スハイムの牧師の子として生まれ， 1598年には

ニュルンベルクに移住した富裕なフラマン系市

民で美術商のコルネリウス・カイモックスの娘

カタリーナ Catharinaと結婚している 30)。

なお，先に述べた金銀細工などの貴金属加工

や宝石加工=取引業者 Juwelierのなかには比

30) A. von den Velden，“Die drei Coninxloo in 
Frankenthal"， MFA V， 14 (1906)， 41-396; H 
Wesseling， Gillis van Coninxloo. Ein Beitrag zur 
Entwicklung der Landschajtmalerei um 1600 
( Diss. Bonn， 1954); E. Plietsch， Die Frankenthaler 
Maler. Ein Beitrag zur Entwicklungsgeschichte der 
niederlandischen Landschajtsmalerei (L巴ipzig，
1910); R. Benz，“Frankenthaler Malerschule"， 
Frankenthal Einst und ]etzt， 2 (1962)， 29-30; ]. 
Jahn，“Die Wandteppichherstellung in Fraknenth 
al"， Frankenthal Einst und ]etzt， 2 (1962)，31-33 ; 
A. von den V巴lden，“Dieniederlandische Maler in 
Frank巴nthal"，MFA V， 16 (1908)， 19-20; ]. Kraus， 
“Pieter Schoubroek， ein Frankenthaler Maler"， 
MFA V， 13(1905)ふ10，27-8;K. Schutz，“Frankenth. 
al in der KunstgeschichteぺPja"lzerHeimat， 
23 (1972)， 59-69; L. M. Bohm，“Die Frankenthaler 
Maler. Eine Ausstellung in Mannheim und Fran. 
kenthalぺ乃'dlzerHeimat， 13 (1962)， 52-54 
ちなみに，東京の国立西洋美術館には，コーニンクス

ローのフランケンタール時代の作品と思われる『パリ

スの審判」が展示されている。なお，スハウブルック

の岳父にあたるCorn巴liusCaimoxは，フランケンタ
ールの1592年の課税で、は，その子供が被後見人として
登場するが，元来は20年以上もニュルンベルクで美術
商として活躍していた。K.Pilz，“Nurnberg und die 
Niederland巴ぺ Mitteilungen des Vereins jur Ges. 
chichte der Stadt Nurnberg， 43 (1952)， 67，82. 

的富裕な者が多く，ドゥ・フインクト Hercules

de Vinct，アロンドー ThomasArrondeaux， 

ニクラース・ファン・オールレイ Niclaesvan 

Oorleyなど，32名の金銀細工師が移住しており，

1584年には納税者のなかに 6名の金細工師が挙

がっているが， 92年には宝石商2，金細工師11，

銀細工師2，ダイヤモンド研磨師3，を数えて，

とりわけフインクトは，資産額では84年に2，500

グルデン， 92年には3，366グルデン， 84年には営

業収入しかなかったアロンドーも92年には， 1， 

000グルデンに伸びている。そして17世紀に入っ

て，プフア/レツも含めたドイツの宮廷や貴族相

手に広く取引を営んだ31)。なお， 1581年に帝国都

市アーへンの都市貴族の一族であるヨルダン・

ペルツアー Jordan Peltzerがその故郷を追放

され，この地に亡命しているが，両年度の課税

記録には登場していない。しかし，かれは，銅

.真鍛工業の中心のアーへンと銅製品取引を活

発に営んでいたことが知られている 32)33)。

最後に，フランケンタールの社会で重要な位

置にあった教会と市政の役職者の職業・財産に

ついて考察しておこう。 3教会のうち，長老

Alteste， Anciensと執事(副牧師)Diakon， dia. 

creの名簿が判明しているのは，フランス語教会

について，しかも長老は1587-94年，執事は1577

94年のみである。その聞にいずれかの役職を

務めた者は60名に達するが， 1584年， 92年の課

税記録からその職業・財産が判明するのは， 25 

名のみである。これで見る限り，手工業者がほ

ぼ教会運営の中心で，富裕な商人の影響力はな

かった刊。(付表5，6表)

31) ]. Kraus，“Frankenthaler Gold-und Silbersch. 
mied巴ぺ 25-6，30-32， 38-9; 
32) FR. ]. Kraus，“Der Kupferhandel zu Frankenth. 

al um 1600ぺMFAV， 3 (1895)， 
33) この他，比較的高額の資産家が集まっているのは，

旅館ないし酒場である。].Kraus，“Wirte und Wirts. 

chaft in Frankenthal in fruher巴nZeiten"， MFA V， 
17 (1909)， 32. 

34) Die Geistlichen， Altesten und Diaconen der 
Gemeinde， in KFF， Anlage， 1， S.92-4 
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一方，市長・助役職では， 1592年には 2名 こうしたなかで，フランケンタールも，イギ

の市長と 9名の助役全員の財産が判明するが， リス毛織物を模倣しつつフランクフ/レト・アム

君主の任命への意向も作用してか1 ， 000~3， 000

の比較的高額資産家が多い。しかし市長に限れ

ば， 300~500グルデンの手工業者も多数見いだ

される問。(付表7，8)

( 2 )ネーデルラン卜人亡命者コロニーにおけ

る毛織物工業の導入と展開

最後にネーデルラント人亡命者がもたらした

最も重要な産業である毛織物工業の展開につい

て考察したい。すでに述べたように，帝国都市

フランクフルト・アム・マインを退去してフラ

ンケンタールに移住した最初のグループのなか

で，顕著なのはサーイ(ホントスホーテ)織や

ノfーイ織，アラス織など新杭毛毛織物生産の手

工業者であったが，もともとフランクフルト・

アム・マインでさえ原料や市場の点から苦境に

あったこの産業をプファルツの僻地で一層発展

させることは非常に困難であったに違いない。

それゆえこれらの杭毛毛織物工業は後述するよ

うにフランケンタールなどのコロニーで細々と

続いたものの， 1584年まで製造に関する規則は

特には制定されず，もとのブランクフルト・ア

ム・マイン時代のものを引き継いだままであっ

た。

それにたいして，代わって主力となったのは，

現地や近隣の羊毛を利用できる紡毛毛織物工業

で，西南フランドルの伝統的な紡毛毛織物 wul-

lenlakenや高級新紡毛毛織物に加えて，ワロン

系の亡命者がヴェルヴィエ=リンビュノレフ地域

の粗製毛織物生産を移植し，領内のみならず，

1580年代からフランクアルト・アム・マインの

大市(メッセ)やシュトラースブノレク，メッツ

を通じて遠隔地市場へも販売できるようになっ

た36)。

35) A. von den Velden，“Die Burgermeister Fran-
kenthaIs von 1567-1630"， MFA V， 14 (1906) ，33-34. 
36) プファル、ソの毛織物工業史の纏まった研究としては，

F. Buhler， Die Entwicklung der Tuchindustrie in 

-マインなどを通じて遠隔地市場への販売をね

らい，染色・仕上げ技術の向上を計った。 1573

年にフランケンタール市会が制定した 9箇条か

らなる「紡毛毛織物仕上げ=染色規則~ Van t 

bereiden en varuwen vande wullenlakenen37) 

によると，ラーケンまたはロンドン風毛織物

wu日enLakenen oder lundersche tucher 

(lindische Tucher J，カージー織 Carseyenの
製造とともに， 1572年頃ブリュツセルの毛織物

商人アドリアン・ファン・コニンクスロー Adriaen

van Coninxlooの手でアントウェルペンなどで

展開していた染色=仕上工業も移植されて，フ

ランケンターノレのみならず外部からも受注して

いることを誇っているが，それとの関連で不正

な仕事を防止して信頼を維持するため，検査官

waerdeerderを任命して青または黒の染色に 4等

級の織物見本に応じて検印することを定めてい

る。なお， f也のコロニーのシェーナウでも1562

年の最初の『協約~ Capitulationで2基の縮紙水

車の設置が認められ，これは検印制度とともに

Lambrecht (Wirtschafts-und Verwaltungsstudien 
mit besonderer Berucksichtigung Bayerns， 50; 
L巴ipzig，1914) L. Ziehn巴r，Zur Geschichte der 
kurpj設"lzischenWollgeωerbe im 17. und 18. Jahr 
hundert. Ein Beitrag zur Gelイ)erbψolitikdesMeァ-
kantilismus (Beiheft 22 zur Vierteljahrschrift fur 
SoziaI- und Wirtschaftsgeschichte; Stuttgart， 
1931)を参照。なお，当時のカイザースラウテルンの

工業については， H. Fri巴deI，Die Entwicklung der 
Kaise符lauternerIndustrie， Kaiserslautern einst 
und jetzt (Schriften zur Gerschichte von Stadt 
und Landkreis Kaiserslaut巴rn，12; Otterbach 
Kaiserslautern， 1970) 
37) Van t bereiden en varuwen vande wulI巴nla-

kenen [Stadtarchiv FrankenthaI，82，Statut巴nbuch
(Auch holIandisches Burg巴rbuch)，enthaltend die 
altesten Ratsverordnungenn in holIandischer Spra-
che ] ， 1573， fo1.l58-59v.この新しい染色技術は，西
南ドイツでは高く評価されたようてうシュトラースブ

ノレクは，フランケンタールから1585年と87年に，数人

の染色工を引き抜いている。 G.SchmolI巴r，Die 
Strasburger Tucher-und Weberzunft (Straβburg， 
1879)， S.511 
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オッテノレベルクの77年の「協約』にも寺同継が

れているし，またサンクト・ランプレヒトでも，

1570年に蟻拐の締結水車が殺げられてから，

1593年には3藩， 171史紀初頭には5 して

おふそれぞれ紡毛毛織物がフランケンタ

ル以上に中心的産業であったことを物語ってい

る38)。そして，早くも1580年以前に， :3ーハン・カ

ジミール治下{プブアJレツニコラウテルン侯国内)

の3;トーデルラント人亡命者コロニーが，

を結んで，共溜窺郊を制定している。これは，

製品にたいする検印のみならず，腫い職人の工

〔備数賃金〕の繋率をそれぞれのコロニーで

連絡なしに変更することを禁じ，また当

は予め市民権を叡得した上で，ツンア

トmetierにお入ずることをも義務イ寸けている

点で，かつてのフランクアルト・アム・マイン

持1~から，ツンブト規制の強北の方需に…歩踏

み出している 39)。続いてお80年には，サンタト・

ランプレヒトが，正式のツンフト規賠令定めて，

①経糸1，700本(楢5Mエレ，長さ46エレ)，

!奇1，500本(幡4Jiエレ，縮誠後23/4ヱレ，

さ向上)， @1，300本 (1陥4エハ鯖獄後3Mエ

場合には 3i騒鵠結毛毛織物製造に護わること

そ許さぬ智定め，さらに第26条でf患の親方の雇
い人の引務抜きに3グルデンの罰金受科してい

る。また，第16条では，サンクト・ランプレヒ

トで続がれた糸を使熊しない課り，市外の人間

estrangerの注文による織布を行いまたは背わせ

てはならないことが定められ，第21条で，市外

の人間所有の毛織物の染色1i:禁じている。なお

この規定では，雇用者数への註接の制限はなか

ったが， 3箇月以上l名を越えて雇障する場合

には， 1名につき 3グルデンの謀議金そ支払

うことを義務付けて，務接的に経営主主大を誤]え

ている。なお，ある親方の許で織布を修講しよ

うとする奉公人にたいしては，1/4グルデンと欝

1瓶を納め 1年半そ

ることを義務付け，さらに修業証明審の発行に

1/2グルデンを賦課している。加えて，その後(1617

年以前)に追加怒れた条文(第36条)では，さ

らに徒弟そ同時に2名(織布1名，結撞または

羊毛準儲1名〉に練っていた40)。

フランケンタールでは， 1581年に30籍

条のT紡毛毛織物議布ヱ同職組合現実UJOrdnung

レ，長さ48エレ)， @)毘1，100本(幅3エハ縮 fur das Wullenweber-Handwerkが，索令のヨ

紙後2.375エレ，長d50エレ)の4離の襲品規格

と，多長色*仕上げの幹細な議格と検印制度に加

えて，第14条，第15条で，すでに親方の許で就

業中の男女の緩い人seruiteur，錦町anteが，十

分な麗滞期間を経連することなく他の親方の許

に移るこ じ，向意なくして瑳い主を変える

38) サンクト・ランプレとトの綴紋水牽については，
Buhler， a. a. 0.， S. 30.っそのひとつ， <檎端緒紋
場)L呂folIerieau pontの1599年の規則Ordonnance
faict記tarrestを記官ntreles partenir dεla foll母rieau 
pont， K. Kief母r，“DiealtestξZunftbuch der 
Wollenwぬer-und der Tほhmacherzunftzu Lanト
brξcht i. d. Pfalz"， MFA V， 19(1911)， 27，30-32， 
auch in:針。域furterBlatter jur Famil的~gesclzich・

te， V (1912) ，129-130によれば，持ち分の32の1以上
の綴分化を禁じているが，16名の共有者のうちl名が
4株， 2名が2株主E所有していた。
39) A rticles守ui0昨testez ordon匁ezpar les持zaistres
et dize持iersdu Mestieァ(1580)in Buhler， a.ふ 0.，
S.131同33.

ーハン・カジミールの名で発布されている。こ

の規則は，プランケンタールでの紡弔毛織物

G)経糸1，700本(鱒5~ [ノイシュタット]エ

レ，兜成後2.875エハ長さ51ニιレ入信符u1，500

本{騒 4~エレ，締結喜美3.75ヱレ，長さ

窃 1， 200本(躍 4 エレ，縮紙後3~ニ仁川英さ

の3績と主主め，子学や牛の喝など粗惑な

鼓料の慣用者E禁じ，また染飽の方法を詳しく規

定して檎査の上で検印を押すことを定めている

が，議人の引きま友きを禁ずる条積以外には，サ

ンクト・ランプレヒトのような総額条項はなか

った4弘之の規則は，同じくサンクト・ランプレ

40) Ordo践校S持ceaccordees par Maistres du Mestier 
de長2drapperie qui est en tY!綿々Jおes，必sauoir
Fγω1quedal， S. Lambert et Otterbourg(vor 1580) 

in: Buhler，ふ a.0.， S. 131-33 
41)“Ordnung der Frank記nthalerTuchmach告r"，
Mあ4V， 19 (1911入34-5，
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ヒトにも 4種の製品の条項のみ変更の上で交 されるが，外部[3コロニー外?]に対しては

付されているが (W領邦君主条例~ Artic1es du は認められず，1/2グルデンの罰金を科す，③同

Prince)叫，サンクト・ランプレヒト自身の規則 職組合加入に 4年間の徒弟修業(杭毛と紡績の

そのものは，この条例に抵触しない限りは存続 みの場合には 2年)と親方への15グルデンの支

したのであろう。またこれはオッテルベルクで

も多分適用されたものと考えられる。というの

は， 1585年12月1日，プファルツ選帝侯国の摂

政としてヨーハン・カジミールは，シェーナウ

の毛織物製造業者に対しても，フランケンター

ルやオッテルベルクに倣った染色規定の適用を

認めているからである 43)。

ところでフランケンタールの市会自身は，ツ

ンフト規制のこれ以上の強化に必ずしも賛成で

はなく， 1602年には，ノイシュタットの上級管

区長に，多数の貧しい亡命者に，移住後，市民

権取得までの半年間の待機期間の間，ツンフト

に加入せずに毛織物生産に従事することを認め

るよう要請しているが41その後も，依然イギリ

スやネーデノレラントなどからの輸入品，あるい

はシュバイヤーやアンヴァイラーなどの他の都

市の競争が厳しいなかで，フランケンタールを

はじめこれらコロニーの紡毛毛織物生産者はま

すます保守的となって，ツンフト規制強化によ

る競争排除を望み，ついには1603年6月の 3コ

ロニーの新協定は，①組合員または親方は稼働

させうる織機を 1台に限る，②規定された料金

で最も適当と思われる他の同職組合員に仕上げ

を請け負わせる laisserfaire a faconことは許

42) Articles du Prince (1581)， in: Buhler， a. a. 0.， S. 
138-141.このフランス語の規定の第1条から第4条ま
では失われているが，同様のドイツ語の規定が対岸の

シュバイヤー司教領のグレープエンハウゼン向げに発

布されており，ビューラーはそれでもって補充してい

る。 Ziehner，a. a. 0.， S. 48. 
43) Ziehner， a. a. 0.， S. 47.フランケンターノレの市会
自身も， 1593年に，富裕な生産者にょう羊毛買い占め
を防ぐため，ミクルマス以前の買い入れを禁じようと

したが，生産国のへッセンやマインツの報復をおそれ

で中止した。 S.64.
44) Les ordonnances jaites a Frankendall par trois 

Mestiers de S. Lambert d'Otteγberg et de Franken. 

dall L'an 1603 au moi deJiny，in: B凶lier，a. a. 0.， 
S.140.45) Ziehner， a. a. 0.， S. 51. 

払いを，さらに同職組合への登録に3グルデン

(親方に1，組合2)を支払うこと，徒弟修業を

途中で放棄して立ち退いた場合には，7.5グルデ

ンの罰金を科す，などの規定を追加するなど，

ツンフト規制を著しく強化している。またフラ

ンケンタールの紡毛毛織物ツンフトに所属する

欝毛工には1612年から 2年間の修業義務が盛

り込まれた45)。

きて，これら 3コロニーの紡毛毛織物生産の

規模を確定することは難しいが，フランケンタ

ールについては， 1592年の織布工ないし織元

Tuchmacher， Drapierの数が約60名であり，縮

械水車が2基(ただし1616年に 1基迫力日)であ

ったから，年間で約2，000反程度であったと考え

られる。一方サンクト・ランプレヒトでは，紡

毛毛織物業ツンフトの名簿は1599年からしかえ

られないが，最高で1622年まで延べで62名が登

場するが，各年度では最大で32名である。ただ

し，このほか雇い職人織布工が総数でどれだけ

存在したかが不明であるが， 1593年には縮械水

車は 3基を数え，その後16世紀の聞に 1基，1601

年に 1基と合計5基を数えていた。しかし，全

部の縮械水車が年間1，000反を処理したとするの

は過大であろうから， 4，000反，同じくオッテル

ベルクの2基の縮械水車が2，000反であるとすれ

ば，シェーナウを加えて， 9， OOO~ 10，000反程度

であり， 16世紀のフランドルと比較すれば，そ

の製品の格や価格は別として，アノレマンチエー

ルの約4割，ニューケルケとほぽ同等の生産高

であった46)。

さて，杭毛毛織物であるサーイ(ホントスホ

ーテ織)製造業 Hundtscotische Sayenmacher， 

H undtskutt-Macherについての規定がプブア

45) Ziehner， a. a. 0.， S. 51. 
46) K. Ki巴fer，a.a. 0.，S.131-3.および前出注4) 
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ノレツで初め したのは，プブアJレツ溜帝模

謁がカノレヴァン派に護贈してシェ…ナウに出生

氏が戻った高後の1584年6月3臼のことで，

政の3-ハン・カジミールの名で15箇条からな

る『シェーナウ・*ントスホーテ織襲造業条例』

Hundtskutt -Macher Handwerksordnung zu 

Schonauが発布された例。その直接のきっかけ

は，シェーナウで親方や藤い職人の一部が，その

続ごち毛識物そ棄て h 言11練そうけることなくオミ

ントスホーテ絡の生産主に参入し，糧惑な製品で

薦人やー殻市践に損害そ与えたのみならず，銃

挙のオミントスホーテ織生産者の評轄を損なって

としたとされたことで，(D2年閥の徒

弟修業を義務付け坊主1，2)，φその後当地で親
方として登議されるにあたり，シェーナウ

業したものは1/2グルデン，他の地で修業したも

のは6グルデンを支払うべきこと(s.3)，③奉

公人、Knechtないし結ぎ女 Spinnerinなどり震

い人の引き抜きの禁止(~.4) ，岳製品は広幅物

Breite Hondskutt (経糸主300本，幅 21/3[ハイ

デルベルク]エレ，主義さ44エレ)(~~.ふ 7) ，小

幅物schmalerHundskutt (経糸2080本，幅21

/16エレ，長さ見むの2種類とする，母親方

は7台以上の議機そ稼働させてはならない(t
14)， @ 2 ~ 3名の懇方さと検査官に使命し
豆な製品に鉛の換却を捺すこと，など安定めて

いる。

一方フランケンタールでは，ブランクブルト

.アム・マイン時代から引き継がれてい

親問は， 1585年2月20Bに r上級管区財務官J

LandschreiberのブニιークリンErnstVδglinに

よって暫定的に公認さFれたが，この手工業者た

ちが，グロープグリュン織 Grobgrun(Gros-

grain) (毛または絹の毘がつんでしっかりした

讃敏生地〕そも兼認するようになったことによ

り， j弱者の製品品償保証のため新規則制定の必

要にせまられて， 1590年9月8日， 55欝条のサ

47) “Die Schonauer Tuchmacherordnung vom 
Jahre 1584ぺMa持nheimeア Geschichtsbltttter，X 
(1909)， 20毛-10，256-263侵

ーイ織条例と21護条のグロープグリュン織条例

が発布され，間者は同ーのツンフトに所議する

ことになった。それによれば，①サーイ織の規

格は，経糸2296本で幅7.31[ネーデノレラント〕

ヱレ，長さ36ょにレで， (33.3，6)②最初にト分に

青に染めたおち，見本:Stahlに従って黒，締，渋

色(?) Tannet，すみれ金 Veilfarbe，機告の

5色のいずれかに染めることが義務付けられ，

φ徒弟務業期間は 1年半と定められたが，
権を取得しないもののツンブト加入，またツン

フト米館入者の親方資格は否認され，⑮織機台

数は3台以下に限定された。またグロプグリュ

ン織の方は，縞物 breiter・2，200本，幡1.5625 

ょにレ，長会38エレと小鑑 schmaler倫， 1，600本， 1 

1/16エレの 2種類と定め，検査に会絡しないグ

ロプグワュン織をプランケンタール外に服売す

ることを禁じている。なお，ホントスホーテ織

の徒弟修業をしたものにたいしては，特別の修

ないことそ定めている。したがって，

この場合でも，紡毛毛織物ほどではないにして

も，ブランクアルト・アムーマインに土じしてツ

ンブト規制的強住が認められている刷。

フランクフノレト・アム・マインカミらさ

らにこのプファルツに移植された薪毛織物工業

は，伸び悩んだ、まま30年戦争で壊滅したといえ

よう。

以上のように，ブランケンタールなどのプブ

アルツの諸ネーデルラント人亡命者コロニーの

毛織物生産は，考委細な独立の生産者の乎で常ま

れ，おそらくは染色・仕上げも殆ど自分の経

結療も家藤労働に頼ってヲせいぜい

1~2 名程撲の住み込みのまさ繍女工か職人か能

弟を能用していたのであろう。ただし，この他

に， ~撃蟻・独身女性や他の議種の家族が議長内労

鱒や住み込みの妨績女ニト徒弟としてf動いたり，

B麗いあるいは議額不明者のうち

は麗い職人として毛鱗物工業に携わってい

48) “ひた Saien…undGrobgrunordnung vom Jahre 
1590"， MFA V， 28 (1920)， 7，16，24. 
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た可能性はある。この点は資産の分布からも明 ルラント産の30の下に評価されており，見本と

らかで，半数以上が，資産をもたず，残りも殆 したイギリス産のロンドン織LindischerTuch 

どが500グルデン以下のところに集中している。 (36Rt 1) よりも下に位置付けるられ，下級

そして，独立の男毛工や染色業者の数は非常に の紡毛毛織物カージー(15Rtl.)とほぼ同格に扱

少ない。生産者同士または商人からの問屋制前

貸しも考えられるが，毛織物製造規則でみる限

り，この点での紛争に関する規定が全く入って

おらず，また周辺農村への問屋制前貸しも勿論

痕跡がまったくない。毛織物工業関係で，最大

の資産家は1，000グルデンの所有者が紡毛毛織

物，杭毛毛織物，勇毛工に各1名いるのみで，

フランクフlレト・アム・マインにみられた富裕

な大企業家 問屋織元ないしマニュファクチ

ャー経営 は殆ど見当たらない。ただし，職

種不明の区分のうちに含まれる富裕者の一部は，

繊維関係の羊毛や毛織物取引に従事して問屋商

人としても機能していたかも知れないが，それ

も絹やタペストリーの方が目立つ。

そしてまた，もともとこれらのコロニーが他

の現地ドイツ人住民から隔絶した僻地にあった

ことと，亡命ネーデルラント人も独自の宗教的

・行政的自治を守ったこと，そしてプフアルツ

では農村工業も殆ど展開していなかったことが

加わって，都市内を別にすれば一一サンクト・

ランプレヒトに隣接した小村落グレーフェンハ

ウゼン Grevenhausenを除いては一一一，ドイツ

人への技術移転も全く見られなかったし，領邦

側にも積極的な姿勢はなかった。

これらの毛織物は，すでに1580年代からフラ

ンクフルト・アム・マインの大市に姿を現し，

他方で，羊毛は，現地産のものに加えて，オパ

ーライン各地域，さらにへツセンやロレーヌ

のものも，ここを経由して，あるいはシュトラ

ースブルクの商人の手を経て購入されている。

しかし，その価格は， 1624年のシュトラースブ

ルク商人の査定によると，フランケンタール製

品で一反につき16-24ライヒスターラ-Reich.

staler (Rtl. ) ，シェーナウ産が12Rtl.であり，在

来のドイツ産の毛織物に比しては高い格付けで

あるが，イギリス産の上質毛織物の60，南ネーデ

われていたことがわかる。他方で，新毛織物系

統の製品は，フランクアルト・アム・マインの

メッセで一定の地位を占めた形跡は見当たらな

。
)
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〈補論>17世紀におけるプファルツ選帝侯国の

新都市建設一一要塞都市マンハイムとリックス

ハイム一一一

さて，ほぽ1600年を境にして とりわけ1609

年の W12年休戦」によって 北ネーデルラン

ト(オランダ連邦共和国)の独立は動かしがた

いものとなり，その後のドイツ諸邦のネーデル

ラント人誘致政策も大きな転換を迎える。そこ

で，この時期のプファルツ選帝侯国(ライン・

プフアlレツ)の30戦争に先立つ新都市建設の最

も有名な事例であり，また17，8世紀以降プフアー

ルツ選帝侯国最大の都市，後には首都にもなる

マンハイム Mannheim，およびロートリゲン(ロ

レーヌ)でのプファルツの飛び地に設けられ

た最後の亡命者コロニー，リックスハイム Lix-

heimの建設過程とその後の運命を概観して，旧

コロニーとの対比を試みたい。

プファノレツ選帝侯国(ライン・プブアノレツ)

の中心部，ネッカール河とライン河の合流地点

には，領邦関税徴収所 Zollburgのある，人口 7

~800 (1577年当時162戸)ほどのマンハイム村

と，中世以来のラインハウゼ、ン城 BurgRhein-

hasuenやアイヘルスハイム館 SchloβEichels-

heimが存在するのみで，軍事的な拠点は全く置

かれていなかった50)。しかし，この農村マンハイ

49) Dietz， a. a. 0.， S.277. (1ライヒスターラーは，
当時ほぽ4グルデン。 VgI.， F. Bothe， Frankルバ3
sozial一ωirtschaftlicheEntwicklung vor del刊
drei万igjahrigenKriege und der Fettmilchaufstand 
(1612-1614)， II (Frankfurt a.M.， 1920)， 159.) 
50) マンハイム市の初期の歴史については，E. Gothein， 
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ムを取り壊 しい強力 リードリッ

tニスブルク Fr恒drichsbur・g と，これに隣接した

新都市マンハイムの建設計闘が，ゾルムスニブ

ンゲン佑 Graf0tto von Solms-Hungen 

総司令官 Marschaおらプフア/レツ選帝強調の首

脳部の慌で浮ーとしたのは，1597年のことである向。

プブアルツ選帝投開は，ヨーロツパのカルヴァ

として，とりわけ

オランダ独立戦争を験に揚に支援してきたが，

ライン左岸は，スペイン本国からジェーノヴァ，

プランシュ・コンテを総て高ネーデルラントを

結ぶ，かの『スペイン禽遵Jdiespanische Strase 

“Mannheim im桂rstenJae吐1Und記rtsein邑sBeste. 
hens"， ZGORh， NF.IV (1889)，129-211; F. Walter， 
G盗事chichteMannheims vo匁 den e符tenA銘ifangen
bゐ zu狩~ Ubergang aηBaden (18α2) (Frankfurt a. 
M.， 1907， Unv在F話nderteNachdruck， 1977)， S. 114 
ff.; K. W olf，“Zur・Grundungsgξschichtevon Stadt 
und F側 ungMannheim"， Mannheimer Geschichか
bla1ter， XXXVIII(1937)， 85ff.: (M. Schaab) ，“2. 
G配schicht企dεrStadtヘinDie Stad，卜 undLand種
主将iseHeidelbel-g und Ma持持heim，hrsg. von Staat命
lichen Archivv在rwaltungBaden Wurttemberg， 
Bd. III， Karlsruhe， 1970， 83，92 Iと加えて， V. Press， 
“Graf Otto SoIms-Hung母nund die Grundng d日r
Stadt Mannheim"，必anηheimerHeft， 1975， 9-23を
多照。

51) V. Press， Calvinismus u持d Territorialstaat. 
Regierung und Zentralbehifrden in Ku後必lz1559 
1619 (Stuttgart， 1970)， S.406-8;すでに， 1568年，
プブアノレツ選手管侯フリードリッヒ 3t設は，マンハイム
で，君主的取引に偽装してネーデルラントに送られた

スペインの戦費量議 150万1/7ルR苦心会差し押さえ

ている。 Vgl.，Walt日r，a. a.仏 S.103-4.この計阪会
幾滋した中心人物(J)ゾルムスヱコブンゲン約オット

は，兄のさ宗寺HGroshofmeisterゾルムスココブラウン
ブエノレスf自ヨーハン・プルプレとト GrafJ ohann 
Albr.記C批 vonSolms-Br註unfelsや，ヴィットグンシ
ュタインイ白 GrafLudwig von Sayn…Wittgenstein ， 
オ←パ…プファルツ総督のアンハルト侯FurstChris. 
tian von Anhalt とともに，j;nレヴァン派の中心的
努力で，問じ γアェッテラウ地域Wett芭rau出身のナッ
サウ=デイレンブルクイ自(オラニエ公の第マ，ハーナ

ウ{自の後見人)Graf Joh註nnVI von Nassau-DilI君れや
burgとも緊2告であった。このマンハイム華警護憲計画の
ため， 1597年に，ナッサウイ自ヨーハン6tきの予3-ハ
ン7t設から，ノイ・ハーナウの設計図がオツト…のも
とに送られたのがこことの総議りである。 Wolf，"Zur 
Grundungsgξschichtぜ¥86ff.

に酉しており，一朝ことあるときに る

スペインの援主要やその兵結羅を警かすことが求

められていた。そのうえ，他方でようやく

和平を達成して王国統一を果たしたアンリ 4

のブランスの脅威が，務からひしひしと惑ぜら

れた。そのため，急議，新しい強力

を築く必要警に迫られたが，その様補地として選

ばれたのが，ごのマンハイムと，ブンスリュッ

ク Hunsruck山中のキルヒベルク Kirchberg

ンとの共同銃強領)である。こ合計冨に

直接大きな額数となったのは，ノイ・ハーナウ

の建設であった。 lレター派帝国都市ブランクフ

ルト・アム・マインは，その後にもネーデルラ

ント系カノレヴアン派への隷々の宗教的差別

り返し，ぞれに抗議する同市のネーデルラント

人は，捺接のハ)ナウ士ミユンツエンぺJルレクイ椋ぬ
鎮 Gr悶af:おschaばftHa船na初u

ナウに接して，大幅な自治権安保証された新

都子容，ノイ・ハーナウ Neu← Hanauを建設し，

そこに移設することそ求めて，鎮邦君主と交渉

中でるり，ぞれがちょう

していた。さらに， f哉の額邦でも， 1599年から

ヴュルテンベルグ公国によヲて，シュヴアルツ

ヴアルト山中に新都mブロイデンシュタット
Freudenstadtが建設されたし，また， 1602年に

は，ノイ・ハーナウを参考にして， ;j¥}レシュダ

インニニシャウムブルク伯 GrafErnst zu 

Holstein.Schaumburgは，同じくネーデルラン

ト系カルヴ、アン採移注者にたいして宗教上の差

別を続けたハンブルクからの移住者そ誘致する

ため，隣接した所領アルトナ Altonaに蔀市特

権を授けて，宗教的自自をあらゆる宗派に保証

していた5210

52) ノイ・ハーナウの建設遇税については， H. Bott， 
Grundung u匁dA持ifangeder Neus五adtHanau 1596 
1620， 2 Bde. (Marburg， 197喜一71).また， アJレトナ
については， Butf記ring，“Niederl設ndische
Exulanten"， 369 ff.，ブロイデンシュタットについて
は， M.Schaab u. a.，“N日u総 itlich君Gr註ndungsst互dte
in Sudwestdeutschland九 ZGORh，CXXXIII (NF. 
XCI，1985)， 111 ~ 15. 
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第4図 1645年当時のマインハイム(フリードリッヒ要塞とマインハイム市)

M. Merian， TopograPhia Get明 aniae(M. Schaab， Geschichte del' K附 pfalz，2， S.104. Abb.17) 

り 200OOm

しかし，この要塞建設の巨額の費用を調達す

るのは，すでに財政が窮迫していたプファルツ

選帝侯国にとって容易ではなしまた旧マンハ

イムの村落を取り壊したあとの農地補償や住民

を新市の市民とするかどうか，2，000人にものぽ

る労働力の調達，などの難問を抱え，諸都市や

各管区の債務保証をえて具体化し選帝侯の同意

をえたのが1605年7月2日のことであった53)。こ

ののち，旧村落住民の立ち退きの交渉に入った

が，新都市市民へ編入されて特権と自由を与え

られるよう求める農民側と，新しい南ネーデル

ラント人亡命者の移住を計って商工業を発展さ

せ，巨額の建設費も回収せんとするゾルムス伯

53) Press，“Graf Otto Solms -HungenぺS.12;E. 
Gothein，“Di巴Landstandeder KurpfalzヘZGORh，
42， NF.III (1888)， 1-76 

の意向は折り合わず，結局，農民の移転問題は，

1606年2月17日御料地ラインハウゼンの一部と

の交換協定が農民に押し付けられた5九こうして，

1607年 1月24日には選帝侯フリードリッヒ 4世

の名で， 13箇条からなる最初の『新都市ニ要塞

マンハイム特権状~ Freyheiten und Begnadin-

gungen ... newen Stadt vnd Vestung Mann-

heimが，ドイツ語，フランス語，ネーデルラン

ト(低地ドイツ)語，ラテン語の4語で作成，

公布されている問。とりわけ，第5条で，市会 Rath

の設置，年市と週市のほか，第11条では，皮革

と羊毛の指定市場権をここに与え，また第13条

54) Press，“Graf Otto Solms-Hungen"， 15. 
55) Abdruck in: F. Walter，“Die ersten Priviligien 
der Stadt Mannheim vom Jahre 1607".，Mann. 
heimer Geschichtsbla"tter， II (1901)， 126-29. 
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第5図1645浮きき雲寺のブファルツブルグと J)ックスハイム〉

M.M母ri昌弘 Topognゅhia亡7er澗aniaeRheinpfalz i抗 1672，Wiedをγdruck，B立1・enreiterVerlag，1963 
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の宗教条項は，かつてのフランケンタールなど を締結してその権利を保証した5九こうしたなか

の場合と同様に，改革派の信何をその代々にわ で，マンハイムがともかくも正式に都市として

たって保証し，牧師などの教会役員，教師など 登場するのは，ようやく 1610年以降である。し

の任命を認めているが，この段階では，アルト

ナのように，カトリック，メンノー派，ルター

派なども含めたあらゆる宗派の信仰の自由を保

証したのではなかった。注目すべきは，この要

塞=都市建設にオランダの軍事技術者の影響が

顕著なことで，当時オラン夕、独立戦争は野戦か

ら攻城戦の段階に移って，軍事工学技術も格段

に発展していた。とりわけオラン夕、連邦共和国

の総督=軍総司令官で、あったマウリッツ・ファ

ン・ナッサウの要塞建設総監 Generaalfor-

tificatiemeesterのヨーハン・ファン・レイスウ

ェイク Johanvan Rijswijkが最初の設計に関

わっており，またかの高名な数学者で築城家の

シモン・ステーヴィン SimonStevinも，設計

について，オランダのブレダやクーフォルデン

Coevordenなど要塞の経験に基づく鑑定書を求

められている。

さて，マンハイムの建設は，要塞を再優先に

進められたが，資金と労働力不足から遅滞し，

また，ネーデルラントからの新規の亡命者は容

易に集まらなかった。わずかに1568年にプブア

ノレツ=フェルデンツ伯 PfalzgrafGeorg Hans 

von Veldenzが建設して， 84年にロレーヌ公国

に売却されたプブアルツブルク Pfalzburgから

の移住者などを合わせて w何人かの有力な商人

を含む数百家族』が見られたが，決して思うよ

うな人数には達しなかった。しかし1608年に，

帝国都市フランクフルトで，都市当局が火災に

遭った市外のカルヴアン派教会の再建を禁じた

ことから，再度ネーデルラント人亡命者との紛

争が激化し，ネーデlレラント人亡命者の一部に

退去の動きが現れてきた。そこで，ゾノレムス伯

は，この機会を捕らえて，彼らのマンハイム移

住を勧誘した。それでも，彼らはフランクフル

ト・アム・マインに近いオッペンハイム Oppenheim

の方を選び，選帝侯も1609年6月3日付で，彼

らの代表と別途13箇条の『協約~ Capitulation 

かし，1610年にフリードリッヒ 4世が亡くなり，

しかもアンリ 4世暗殺でフランスからの脅威も

和らぐと，摂政のプファルツ=ツヴァイブリュ

ツケン公ヨーハンのもとで工事のテンポは緩め

られ，ょうやく 1614年以降，フリードリッヒ 5

世の成人とヨーロツパ情勢の急転のもとで，再

び全力で再開されるが，それでも1622年には，

まだ都市の敷地の半分が埋まったのみで，一一

守備隊を除いて約1，200人間一一，ネーデルラン

ト人は皆無に近く，移住者の多くはフランス系

で， 1607-8年に最初の牧師オーテイル Balth-

asar Autileの下でフランス語系教会が発足し

た58)。そして，その後.，フランケンタールなど{也

のコロニーからも移住が見られたものと思われ

る。ただし，住民の半数はもとの農民であった。

選帝侯フリードリッヒ 4世は， 1614年には，マ

ンハイムでの毛織物生産を援助するため，レー

ノてツハ Rehbachbei N euhofenに国費で縮紙水

56) F. Bothe， Geschichte der Stadt Frankβtrt a. M.， 
(Frankfurt a. M.， 1913; Neudruck， 1966) ，S.388; 
ders.，“Furstliche Wirtschaftspoli tik巴rund die 
Reichsstadt Frankfurt vor dem dreisigjahrigen 

KriegeぺArchivfi古:rFrankfurts Geschichte und 
Kunst， IV -2 (1929)， 115-122. このオツペンハイム
への移住者に対する『特許状』ないし「協約~Vertrag， 
Capitulationの全文は，S.116-20に掲載されている。

これら外国人 Welscheの代表には， Nicolaus 

Malapert(生糸=絹物商人)， Balthasar von Seidt巴r-
dt [Sittard] (金細工師)， J ohann Cornett， Heinrich 

Schiltt (製糸業)，]oan le Bleu， Hans Dietrich de 
Bry(書籍商人)， J acques van Gharven [J akob von 

Gerben] (真珠加工)， Jorig Altrogge(アントウェル
ペン出身の葡萄酒商人)など残留ネーデルラント人亡

命者教会の有力な商人が含まれているが，どの程度の

人数で，どれだけ持続したか不明である。

57) 1622年当時のマンハイム(都市)の家屋分布について

は， Walter， Geschichte Mannheims， Karte an S. 
138人口推計は，Schaab， "Neuzeitliche Grundungs-

stadte"， 134 

58) マンハイムのフランス語系教会については， H. 

Tollin，“Die wallonisch -franzδsische Colonie in 
Mannheim"， Geschichtsbla.tter des deutschen 
Hugenottenvereins， Zehnt IV， Heft 3 u. 4 (1894) ，4-5 
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し，これを紡まち毛揚物製造業者に賃貸

しているが，紡毛毛蟻物が30年戦争までにどの

まで発達していたかは不明である問。

dて，キルヒベJレクの要望議北の方は，いちは

やく立ち消えとなり，拾わりに登場したのが，

ロレ…ヌの，プブアルツブ、ルクに泣く(西8.75krn) ， 

fスペイン街道』からわず、か2.5krn北方のリッ

クスハイムである問。ここにはベネディクト普及の

Prioratがあり，近くの!日リックス

ハイム村 Alt-Lixheirnを含めてプブアルツ選帝

国が16世紀初額から守護謹 Vogtred誌を護持

しており， 1528年に諮滅したこの分躍は， 1555 

年にローマ教皇との協定でハイデルベルク大学

に移譲されて， J議帝設が繋{着していたが， 1602 

ζ こをハイデノレベルク付近の所織と交換し

て御料地に繍入したのち， 16Q5年には，ゾルム

スイ自のもとで，マンハイムと王子符し

幡隊j駐意地 Garnisonそ建設し，南への出撃

拠点を設け，同時に罵近からのカルヴァン派の

5吉} この縮減水準賃貸契約文警警はし Zih拙 er，“Di吃
Mannheimer WalkmUhle bei Neuhof，叩ヘMann-
heimer Geschichtsb必'tter，XXIX (1928)， 14-18 f.こ復
刻。

60) リッタスハイムの初期の隊突については，H.Eichel-

mann，“Lixheim. Ein Beitrag zur Gωchichte und 
Heimatkunde der Stadt"， Geschichtsbl，岳会tterdes 
d仰おchenHugenottenvereins， Z巷hntXIII， Heft 
10 (1910)，シ75，besond記rs，11-23; A. Girardin，“Lix-
heim. Die GrUndung母inerHugenottenst註dtin 
Lothrin笈邑nund das Schicksal ihr記rB記wohnerim 
17. Jahrhundert"， Geschichtsblat自'(!rdes deutschen 
Ht者;enottenvereins， Zεhnt XVIII， Heft 3 (1号78);目。
W. Herrmann，“Pfalzburg und Lixheim"， 13-26 ~ 
ど会参照。 1608年の『協約孟の全文は， Eich邑Imaれぬ
とGirardinfこ，それぞれ，現代綴に直して収録され
ているが，版文護季の所主証文書館l立記綴されていない。
この T協約阜では，フランス語とドイツ語双方に機能

な空鎮静と教師に任命治濃められているが，1日修滋院教

会以外の!日施設の供与はない。賦役や人嘉文密機，相

続税 Hauptr，ξchtのみならず，入居税や退去税 Inω
und Abzugsteuerも免除され，領邦の控室按税 Schatゐ
zungも20年間免徐された。 (9.5)また， I日修道疑森
林からの家長造建築用のヌド材切り出しゃ，ア汐ンケンタ

ールやシェーナウと問機，線料森林の利用緩や綴紋=

製粉水主幹設箇権，核地，牧築地の重寄与 Ois.1O~14) 

が認められている。

亡命者を受け入れる計簡が浮上した。こうして，

1608年 2丹228の「協約J Capitulationが選帝

と移住者代表11名との鵠で交わされているが，

ぞれによると rロレーヌ，)レクゼンフうレク Lutzel鵬

burg，ナッサウェザールブリュッケン的領 Grafs-

chaft N assau-Saarbruckenなどの諾鎖邦の良

民たち ehrbareLeutheからの瀬いによりれワ

ックスハイムを亡命地として提侯?ることそ約

しており，ほぽフランケンタールやオッテルペ

ルクなどと間ーの形式をとっている。 1623年ま

での移住者は少数のドイツ人一噌にプブアfレ

ツ鎮の投入一ーを除き，フランス名が殆どであ

り，ネ…デルラント人は見当たらない。彼らは，

フランス王国ではなく tヨレーヌ公園出身や，

かつてザ…ノレヴェルデンやニUレザスのマルキlレ

ヒなどに亡命していた，ワロン=フランス系の

再移艇と思われ，その数は，1，365人にも達した。

職種は，毛織物や時計・嚢金畿などむ輸出産業

マはなく，通常の手工業が多い。 dて，ここで

も，オラン夕、の影響を受けたようT

あり， ~見悲もなお残る碁盤諮状の街衛を，

Bastionを呉えた長方野の域態と堀が臨

んでいたが{第5図)，城砦を欠いて軍事的拠点

としてはプブア/レツブルクよりも遜邑著しく，

30年戦争の勃発の後，ょうやく 1619年からお年

までプブアJレ

ァイブリュッケ

1623年には，本土を

プブアルツ=ツヴ

した。その後.，

されたプファルツ選帝

韓国(ライン・プブアルツ)は，これをロレー

ヌに売却して，なお，暫くはカJレヴァン派のf言

f仰は認められていたものの，次第に底追と

が強められ，カトリック化と設民の流出が進む

ことになっ

61) :Jックスハイムへの移伎設は，近くのザーjレヴェル
デンイ自綴の Rauweil告r，Gor1ingεn， Kirbergなどの
!日フランス語系亡命者コロニー一一一人口過剰やルター
派緩邦教会の監察Visit畏tion強化のなかでーーやナ
ツサウココザーノレブリ品ツケンイ内鎮のLudweiler(ザ…
Jレブリュッケンの北。メッツからの亡命幾t誌のコロニ
一入ニ幻レザスの Bischweiler(プブアルヅ zツヴァ
イブリュツケン公毘領)， Markirchなどからの移住
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V.結び

1562年に帝国都市フランクフルト・アム・マ

インのカJレヴアン派圧迫に抗議して，ここを退

去し，プファルツ選帝侯固に迎え入れられたネ

ーデルラント人亡命者は，旧修道院フランケン

タールとシェーナウを与えられ，一定の宗教的

・行政的自治を保証されながら，その後，さら

にサンクト・ランプレヒト，オッテルベルクな

どの新しいコロニーを築いた。このように，ど

こまでも信仰の自由を求めて，ラインの平原の

低湿地，あるいはハールトやオーデンヴアルト

の森の奥深い，現在でも不便な辺部の地にある

これらの旧修道院の施設に移った彼ら亡命者の，

強い情熱の前には，改めて感嘆を禁じえない。

これらプフアルツ選帝侯国(ライン・プファ

ルツ)への亡命者の主力は，フランド/レ西南部

の，かの『偶像破壊運動』の中心となった1"ベ

レ代官区」や「カッセル代官区J，そしてホント

スホーテ，ニューケルケなど農村毛織物工業地

帯一一とりわけサーイなどの新毛織物工業地帯

ーーーから亡命した手工業者が主力であり，それ

にアウデナールデのタペストリー織の生産者，

そしてフランス=ワロン語系では，すでに勃興

しつつあったリエージュやリンビ江ルフ，スタ

ヴローニマルメデイ一地域の紡毛毛織物生産者

がここに集中している。他方，フランクフルト

ですでに有力な集団であったリール，ヴァラン

ジアンヌ， トゥルネーなどの有力な商人や企業

家層やアントウェルペンの大商人・企業家たち

は，差別をあえて忍びながら，フランクフルト

やケルン，ハンブノレクなどの経済的中心都市を

選び，プファルツ選帝侯国には，その後の再三

の勧誘にも応じなかった。

こうして形成されたプファルツのネーデルラ

ント人コロニーは，宗教的指導者夕、テヌスの宮

廷牧師としての活動や，かの『ハイデ/レベルク

者が多い。これらのコロニーについては，cf. P. Denis， 
Les eglises d'etrangers， pp. 406-8. 

教理問答 HeidelbergerKathechismusのネ

ーデルラント語訳に見られるように，プフアノレ

ツ選帝侯国(ライン・プフアルツ)の第2次宗

教改革においても，またネーデルラント本国の

カルヴィニズムに対しでも，多大の貢献を果た

し，またオランダ独立戦争のさなか，国外の後

方基地として故国の教会に牧師を送り出した。

また，後にはライデン大学教授として活躍する

高名な神学者ユニウスや，オラン夕、風景画家の

先駆ヒリス・ファン・コーニンクスローなどの

文化人にも，安住の地を提供してきた。

しかし，全ヨーロッパ経済史的観点からもっ

とも興味のある点として，プファルツ選帝侯国

が，フランドルの新毛織物工業やその他の新産

業の移植にどこまで成功しえたのであろうか。

その点で，プフアノレツ選帝侯国(ライン・プフ

アルツ)側には，このような動機，とりわけド

イツ人住民への伝習への要求が当初から希薄で

あり，また商業や工業の誘致への積極的支援も

殆ど見られなかったのであり，イングランドの

場合やドイツの帝国都市の経済政策と，かなり

様相を異にしていた。すなわち，プファルツ選

帝侯国(ライン・プフア/レツ)内部には，ニー

ダーライン地方の諸領邦都市，たとえばヴ、エー

ゼ、ル Weselに匹敵するほどの都市繊維工業は全

く未発達であり，いわんやフランドルで展開し

ていたような農村工業もまったく存在していな

かった。

一方のネーデルラント人亡命者の側は，プフ

アノレツ選帝侯国(ライン・プファルツ)の領邦

国家の行政・領邦教会体制一ーなお，一部で法

的には人身支配権さえ残存し，ますます領邦国

家の行政=徴税が強化されるなかで ，また

フランクアルトなどでの経験から，閉鎖的な都

市共同体(特権都市)と独自の教会一一領邦教

会の統制から一定の程度自由な独自の教会， と

りわけ自国語による説教ないし儀式と学校教育

の維持 を望み，結局周辺のドイツ入社会か

ら孤立した集団が形成された。したがって，周

辺への技術移転が殆どみられなかったのみなら
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ず，国際市場への販路から隔てられ，またスペ

イン産の上質の羊毛も手に入らぬプフアルツの

諸コロニーの新毛織物工業は停滞しつづけ 1

6世紀末には次第にツンフト工業へと変質し始

めたし，ヴェルヴィエやフランドルなどからの

遺産を受け継いだ紡毛毛織物も，すでに1603年

当時，イギリスやネーデルラントなどの競争と

販路の閉塞に苦しめられるなかで，そのツンフ

ト規制を著しく強化し，停滞に陥っていた。そ

れゆえ，プフアルツの諸コロニーの新毛織物も

紡毛毛織物も，もうすでに， 3 0年戦争による

戦乱と皇帝=カトリック勢力による占領に先立

って，もはや資本主義的発展への展望は欠いて

いたのであり，その主導権をライデンなどの独

立を果したオラン夕、、連邦共和国の都市工業，や

ノリッジやコルチェスターなどのイングランド

の諸中心に奪われ，大きく引き離されて行くこ

とになろう。
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付表1 フランケンタール1584年職種別財産額

財産額(グルデン) 農業 手工業 商業・サービス公職・自由業 日雇い 職種不明 寡婦 被後見人市外居住者総数

o (免税) 4 5 。 2 4 6 14 5 。 40 

。(営業収入納税) 6 99 18 3 30 5 15 。 。 176 

99以下 。 l 1 。 。 。 。 9 。 11 

100 ~ 199 。 8 。 3 ~。 2 5 6 7 31 

200 ~ 299 2 27 5 。 1 4 。 2 2 43 

300 ~ 399 2 15 。 1 。 1 7 1 28 

400 ~ 499 。 15 。 。 。 1 2 3 22 

500 ~ 599 2 8 。 3 。 。 16 

600 ~ 699 。 2 5 。 。 2 1 3 14 

700 ~ 799 。 。 。 。 。 。 1 。 2 

800 ~ 899 。 4 2 。 。 。 。 。 7 

900 ~ 999 。 2 。 。 。 。 。 。 。 2 

1000 ~ 1999 1 3 l 2 。 5 2 1 16 

2000 ~ 2999 。 3 。 。 2 。 l 。 7 

3000 ~ 3999 。 。 l 2 。 l 。 。 。 4 

4000 ~ 4999 。 。 。 。 。 。 。 。

総数 17 190 38 14 35 33 40 37 16 420') 

財産額 3037 32641 17990 10450 200 19956 8451 10468 5070 109786 

課税額 10.73 138.23 62.17 32.40 8.73 61. 40 27.60 43.62 14.85 400.78 

評価財産額 3576.63 46076.21 20723. 13 10799.89 2909.97 20466.46 9199.91 14539.00 4949.95 133459.74 

(1)その他，ニュルンベルク市民，クラクフ市民各1

付表2 フランケンタール1592年職種別財産分布

財産額(グルデン) 農業 手工業 商業・サービス公職・自由業 日雇 職種不明 寡婦 被後見人市外居住者 総数

。(免税) 。 5 。 l 。 6 8 。 。 20 

。(営業収入納税) 7 150 7 4 43 31 55 。 1 298 

l 99 。 。 。 。 。 。 。 4 3 7 

100 ~ 199 2 62 7 。 5 9 7 7 2 101 

200 ~ 299 3 57 9 3 l 8 6 1 6 94 

300 ~ 399 3 24 2 2 。 3 2 7 4 47 

400 ~ 499 3 20 3 1 。 6 1 2 7 43 

500 ~ 599 1 10 5 I 。 5 6 3 2 33 

600 ~ 699 。 8 4 。 。 3 l 4 l 21 

700 ~ 799 l 2 。 。 。 。 。 2 。 5 

800 ~ 899 。 10 2 。 。 5 1 。 5 23 

900 ~ 999 。 1 l 1 。 l 。 。 。 4 

1， 000 ~ 1， 999 。 4 6 5 。 13 2 2 2 34 

2，000 ~ 2，999 。 。 。 3 。 3 。 1 。 7 

3，000 ~ 3，999 。 l 。 1 。 。 。 。 1 3 

4， 000 ~ 4， 999 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

総数 20 354 46 22 49 93 89 33 34 740 

財産額 4218 61694 18658 18595 750 39600 10000 14560 16888 184808 

税額 19.07 307.08 75.85 70.37 20.55 160.67 51. 77 55.03 64.35 824.73 

換算財産額 5085.21 81885.95 20226.16 18764.86 5479.86 42844.26 13804.99 14674.30 17159.57 219922.50 
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46 
35086 
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35038.26 

19 175 57 
26162 144739 46285 
80.07 452.12 143.00 
26689.73 150555.96 47619.00 

25 
32083 
98.95 
32983.00 

155 
4725 93720 
15.88 302.32 
5293.28 100672.56 

総数

財産額

税額
換算財産額

1)市外居住非課税者l名財産額

ノイシュタット1592年職種別財産分布

財産額(グルデン) 農牧業 手工業 商業・サービス官職・自由業 日雇い 職種不明 寡婦 被後見人市外居住者総数

O(免税) 1 2 l 7 。 6 4 l 。 22 。(営業収入納税) 3 32 6 8 6 27 18 l 。 101 
1 - 99 。 o ' 。 1 。 5 3 7 。 16 
100 199 。 5 。 4 。 24 2 11 2 48 
200 299 。 15 2 。 。 31 4 6 。 58 
300 399 。 9 l l 1 17 3 8 1 41 
400 499 。 10 。 3 。 13 3 6 。 35 
500 599 1 11 。 2 。 9 2 。 。 25 
600 699 1 7 1 1 。 16 2 2 。 30 
700 799 。 4 。 l 。 7 l 。 。 13 

800 899 l 5 2 2 。 3 。 1 。 14 

900 999 。 2 。 。 。 2 。 。 。 4 
1000 - 1999 3 20 7 4 。 25 1 5 3 68 
2000 - 2999 。 4 1 1 。 9 1 。 2 18 
3000 - 3999 2 1 。 4 。 1 2 。 1 11 
4000 - 4999 。 。 1 2 。 3 l 。 1 8 
5000 - 5999 。 1 。 。 。 4 。 。 。 5 
6000 - 6999 。 。 。 。 。 1 。 。 。 l 

7000 - 7999 。 。 。 1 。 2 1 。 。 4 
8000 - 8999 。 。 。 。 。 1 。 。 。 1 
9000 - 9999 。 。 。 。 。 1 。 。 。 1 
10000 -10999 。 。 。 。 。 。 1 。 。 1 
11000 -11999 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
合計 12 128 22 42 7 207 49 48 10 525 
財産額 11869 74010 16550 38235 300 176795 388854 17918 16902 405808 
納税額 92.63 600.50 144.95 344.0 6.75 1340.00 297.78 138.43 127.13 3107.98 
換算財産額 12350.36 80064.67 19326. 18 45865.52 899.98 178662.20 39703.01 18456.87 16950.24 414386.97 

付表4
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フランケンタール・フランス語教会

役員(長老・副牧師)財産分布

付表5
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O(営業収入納税)

10 - 99以下

100 - 199 

200 - 299 

300 - 399 

400 - 499 

500 - 599 

600 - 699 

700一 799

800 - 899 

900 - 999 

1000 -1999 

2000 -2999 

財産額(グルテン)

8 31 総計

フランケンタール・フランス語教会

教会役員職業・財産(グルテ、ン)

No 氏 名 1584年職業 1584年財産 1592年職業 1592年財産 在任期間 役職 出身地

1 I Ackart， J acques (死亡) (遺産)700 1581-1583 D Templeuve 

2 Bouton， J oris de') 紡毛毛織物製造業 400 1580-1582 A 

3 Cornetz， J ehan de 紡毛毛織物織布工 200 1589-1591 A 

1583-1584 D 

4 Cousin， Bastian 靴屋 330 1583-1584 D 

5 Dison， J aques de 紡毛毛織物織布工 800 記載なし 1000 1579-1581 A Dison 

Dison， J aques de 行商人 700 1592-1594 A 

1588-1590 A 

1588-1590 A 

1581-1583 A 

6 Dison， N iset de 紡毛毛織物織布工 。 1578-1580 D Steenbecque 

7 Dison， Pierre de 記載なし 500 1583-1584 D Dison 

8 Dison， Thomas de 縁飾り織工 200 1581-1583 D Dison 

9 Fabri， Hub巴rt 床屋 80 1582-1583 D 

10 Fortneux， Simon de 記載なし 400 1588-1590 D 

11 Godin， Francois (死亡) (遺産)800 1578-1580 A 

12 Humain， Jehan 建物管理役 。 1578-1581 A 

13 J acques， Denis 商人 1000 1582-1583 D 

1590-1592 A 

14 Ka，J巴an パン屋 600 パン屡 800 1581-1582 D 

1589 A 

1584-1585 D 

15 Mer， Michel de la 記載なし 1500 1583-1584 D 

16 Niset， Thomas 紡毛毛織物織布工 310 1584-1585 D Dison 

1591-1593 D 

1586-1588 D 

付表6
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No. 氏 名 1584年職業

17 Philippi， Daniel 生糸商人

18 Philippi， Francois2) ビール醸造

19 Pierrotte， J ean Pierrotte') 鉄物商人Eisenkremer

20 Reinsoult， Matt. 靴屋

21 Remi， Pierre クラクア(ポーランド)市民

22 Rivi色re，Ami 紡毛毛織物製造業

23 Saintiue， Adrian d巴 タペストリー製造業
24 Spita， Jean 紡毛毛織物織布工

25 Spita， Wilkin 紡毛毛物織布工

26 Thieri， Denis 差配

27 Thiro， Baudin4) サーイ織布工

28 Thomas， Jean 紡毛毛織物織元

29 Tr巴，Remide 仕立て屋

30 Willem， Hubert (死亡)

A長老，D:副牧師
1)市長，1586/87，1590/91，1599/1601
2)市長，1596/97，1601/02
3)市長，1595/96，1608/09
4)市長，1593/94，1599/1601
MFAV， 14(1906)， 33-34 
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1584年財産 1592年職業 1592年財産 在任期間 役職 出身地

1000 1593 D 

400 旅館Gastgeber 500 1580-1581 D 

ur Sonnen 1584-1585 D 
2000 助役Rath0583-) 2700 1583-1584 D Heusy 
300 1586-1588 D (St. Lambrecht) 

1594 A 
1587-1589 D 
1586-1588 D 

不明 1586-1587 A 
100 紡毛毛織物織元 150 1592-1594 A 

1592-1594 A 
1583-1584 D 

200 1585-1587 D Frankfurt 
260 記載なし 500 1580-1581 D 

1585-1587 D 
1590-1592 A 

500 記載なし 500 1592-1594 A 
1585-1587 A 
1588-1590 A 
1592-1594 A 

2500 1580-1582 A Heid巴lb巴rg
1586-1588 A 
1593 A 

300 紡毛毛織物織元 800 1585-1586 D 
1591-1593 A Hodimont 
1585-1586 D 
1591-1593 A 

200 1589-1591 D 
1589-1590 D 
1569 D 
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付表7 フランケンタール市長職業財産

No.1種 在任期間 1584年 1592年

1 11 1 Anthoni， Pieter 1567 

1570 

未亡人財産 600 ¥未亡人財産 500 

2 1 1 1 Bardoul， Boudewin 1594/1595 I染色工
1600/1601 

666 1助役 3186 

3 11 1 Blanckaert， Walrave 1611/1612 第毛工 1600 

4 1 1 1 Boerhave， Pieter 1571 民農 1000 1不明 600 

1575/1576 

5 1 1 1 Borne， J an van den 1574/1575 I記載なし
1580/1581 

2100 1小間物商人 1000 

6 1 1 1 Bossche， J acob van den 1570 桶屋 不明 1600 

7 I 2 I Bouton， J org 1586/1587 I紡毛毛織物製造業 400 1助役 400 

1590/1591 

1591/1592 

1594/1595 

1600/1601 

8 1 1 1 Caspeel， Adam 1589/1590 I靴屋
1595/1596 

1601/1602 

200 1助役 200 

9 1 1 1 Coninxloo， Adriaen van 1573/1574 1毛織物商人 (遺産)1000

1011 1 Diamant， Geol・g 1591/1592 

1596/1597 

1602/1603 

1605/1606 

市長 1000 

111 1 1 Diamant， J an 1574/1575 I未亡人財産
1582/1583 

4000 1助役 400 

12111 G巴lekercken，Lambrecht van 屋靴R
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13 ¥ 2 ¥ Goievart， Hans 1612/1613 不明 1200 

141 1 1 Groote， Claes de 1569 ビール醸造業 9001未亡人財産 500 

151 2 1 Herff， J ohann 1585/1586 1 助役 500 
1592/1593 

1597/1598 

1598/1599 

1604/1605 

1609/1610 

i6Td瓦ムム日;-iJ5i-一一一一 一一一1一一而面記j一一一民自言語瓦一 500 1不明 500 

1581/1582 

1584/1585 

1711 1 Liesf巴ldt，Frantz van 1578/1579 

1586/1587 

1590/1591 

助役 1000 
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iNo.1種
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2 I Melchior争M互設1総

2 I Philippi， Francois 

2 I Pirotte， ]ean 

1 I Sier，]an 

2 I Thieri， Johann 

d♀ 
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1592/1593 i助役 1000 

1597/15号き
15き8/1599

1607/1608 
1612/1613 
1616/1617 
ーーーー凶面白嶋崎僻偽品幽色畠

1583/1584 !市長 300 

1588/15鈴
15き7/15百8

1606/1607 
1610/1611 
1615/1616 

5合会

2075 I助役 2000 

1596/1597 500 

1601/1602 (zur Sonnen) 

1605/1606 

1595/1596 2700 

1608/16ω 
1613/1614 

1589/159告 総縁飾りこに 300 

1585/1586 

1578/1579 幾多義 500 
ー..拘悼凶甲山場噌僻相悼 4恥今

1584/1585 助役 3000 

1589/1590 

1593/1594 
1599/1600 

議室llU1:字、ーデルラント人 2 :ワロンごコブランス人
典拠:注16) 35) 
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付表8 フランケンタール市長一覧

1 Andries， Merten 1577/1578 

l Anthoni， Pieter 1567 

1570 

1 Bardoul， Boudewin 15'94/1595 

1600/1601 

1 Blancka巴rt，Walrave 1611/1612 

1 Boerhave， Pieter 1571 

1575/1576 

l Bomberghen; Kar巴1van 1579/1580 

1 Borne， ] an van den 1574/1575 

1580/1581 

1 Bossche， ] acob van den 1570 

2 Bouton， ] org 1586/1587 

1590/1591 

1591/1592 

1594/1595 

1600/1601 

1 Brier， Adriaen de 1580/1581 

2 Brier， Pieter de 1607/1608 

1611/1612 

1 Caspeel， Adam 1589/1590 

1595/1596 

1601/1602 

l Coninxloo， Adriaen van 1573/1574 

1 Diamant， Georg 1591/1592 

1596/1597 

1602/1603 

1606/1607 

1 Diamant， ]an 1574/1575 

1582/1583 

1 Dooms，]an 1567 

1571 

3 Geiseman， Heinrich 1609/1610 

1 Gelekercken， Lambrecht van 1577/1578 
1583/1584 

1587/1588 

1588/1589 

1 Goi巴vart，Hans 1612/1613 

1 Goossens， Adriaen 1614/1615 

1 Groote， Claes de 1569 

1 Gugnet， Paul 1610/1611 

1614/1615 

2 Herff， ] ohann 1585/1586 

1592/1593 

1598/1599 

1604/1605 

1609/1610 

1 Hondsbroek， Steven van 1576/1577 

1 :ネーデルラント人 2 ワロン=フランス人 3 :ドイツ人

典拠:注35)

1 Liesf巴ldt，Frantz van 

1 Lom，]an de 
l Martens， Pieter 
1 Meester， Andries de 
l Meier， Pieter 

2 Melchior， Mathes 

1 Mondelkens， ] an 
2 Mulk巴au，Antoine

1 Orley， Eberhard van 

2 Philippi， Francois 

2 Pirotte， ] ean 

1 Punder， Isaac de 
1 Schoonjans， ] an 
1 Seth， Anthoni 

1 Sier，]an 
1 Simon， Niclaes 
2 Terlon，] ohan 

2 Thieri， ] ohann 

1 V oort， Abraham van der 
1 Witte，]an d巴
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1581/1582 

1584/1585 

1578/1579 

1586/1587 

1590/1591 

1597/1598 

1602/1603 

1576/1577 

1568 

1575/1576 

1592/1593 

1598/1599 

1607/1608 

1612/1613 

1616/1617 

1583/1584 

1588/1589 

1597/1598 

1606/1607 

1610/1611 

1615/1616 

1573/1574 

1581/1582 

1584/1585 

1593/1594 

1599/1600 

1604/1605 

1608/1609 

1596/1597 

1601/1602 

1605/1606 

1595/1596 

1608/1609 

1613/1614 

1613/1614 

1569 

1585/1586 

1589/1590 

1578/1579 

1615/1616 

1582/1583 

1587/1588 

1584/1585 

1589/1590 

1593/1594 

1599/1600 

1616/1617 

1572 

1579/1580 
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付図 1 1580年頃のフランケンタール

「フランケンタールの屠殺場と水車JHetslagthuis en muilens tot Franckedall 

Hessisches Landesmuseum (Darmstadt)所蔵

付図2 1580年頃のサンクト・ランプレヒト

(北側より。手前はグレフェンハウゼン)

Heidelberger Meister，乃'alzischesSkizzenbuch (Staatsgalerie Stuttgart， Graphische 

Sammlung) Inv. 114 
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付図3 1580年頃のシェーナウ
(東側からの眺望)

Heidelberger Meister， Pfalzisches Skizzenbuch (Staatsgalerie Stuttgart， Graphische 

Sammlung) Inv. 113 
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